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ク
ル
ー
ズ
船
の
受
入
環
境
を
整
備

 

寄
港
地
と
し
て
選
ば
れ
る
港
を
目
指
す

　
平
成
26
年
４
月
、
那
覇
港
の
若
狭
バ
ー
ス
（
乗

客
の
乗
降
を
行
う
岸
壁
）
に
那
覇
ク
ル
ー
ズ
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
完
成
し
、
観
光
立
県
に
ふ
さ
わ
し
い
海

の
玄
関
口
が
誕
生
し
た
。

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
延
床
面
積
は
約
４
５
０
０

㎡
。
１
階
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
の
待
機
場
、
２
階
に
は
Ｃ
Ｉ
Ｑ（
税
関
・
出

入
国
管
理
・
検
疫
）
ホ
ー
ル
と
沖
縄
伝
統
工
芸
品

の
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。Ｃ
Ｉ
Ｑ

ホ
ー
ル
の
出
入
国
審
査
ブ
ー
ス
は
可
動
式
で
、
入

港
の
な
い
日
は
収
納
し
て
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て

活
用
で
き
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

２
階
を
繋
ぐ
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ブ
リ
ッ
ジ
も
来
年

早
々
に
供
用
予
定
で
、
乗
客
の
利
便
性
が
さ
ら
に

向
上
す
る
見
通
し
だ
。

　
８
月
に
は
若
狭
バ
ー
ス
か
ら
臨
港
道
路
若
狭
２

号
線
が
開
通
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
か
ら
国
際
通

り
へ
の
所
要
時
間
が
20
分
短
縮
。
那
覇
市
内
観
光

周
遊
バ
ス
「
ゆ
い
ゆ
い
号
」
の
停
留
所
も
、
徒
歩

５
分
圏
内
に
新
設
さ
れ
た
。
下
船
後
の
交
通
網
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
乗
客
は
限
ら
れ
た
時
間
を

有
効
に
使
い
、
買
い
物
や
食
事
、
観
光
を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
ク
ル
ー
ズ
市
場
が
急

成
長
を
遂
げ
る
中
、
船
の
大
型
化
が
急
速
に
進

み
、
各
地
で
受
け
入
れ
港
の
イ
ン
フ
ラ
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
来
年
は
16
万
ト
ン
級

の
ク
ル
ー
ズ
船
が
ア
ジ
ア
に
配
船
さ
れ
る
予
定

が
あ
り
、
那
覇
港
へ
寄
港
す
る
可
能
性
が
出
て

き
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
那
覇
港
管
理
組
合

の
企
画
建
設
部
企
画
室
主
幹
、
金
城
盛
康
さ
ん
。

し
か
し
若
狭
バ
ー
ス
は
、
設
計
当
時
主
流
だ
っ

た
７
万
ト
ン
級
を
対
象
に
し
て
お
り
、
接
岸
で

き
る
の
は
13
万
ト
ン
級
ま
で
。
こ
れ
を
超
え
る

大
型
船
の
接
岸
や
２
隻
同
時
の
入
港
の
際
に
は
、

対
岸
に
あ
る
貨
物
船
用
の
岸
壁
を
使
う
し
か
な

い
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
同
組
合
で
は
２
隻

同
時
入
港
に
も
対
応
可
能
な
第
２
バ
ー
ス
の
増

設
な
ど
、
環
境
整
備
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し

た
と
い
う
。

　「
環
境
整
備
を
進
め
る
一
方
で
、
飛
行
機
と
船

を
組
み
合
わ
せ
た
那
覇
港
発
着
の
旅
行
『
フ
ラ

イ
・
ア
ン
ド
・
ク
ル
ー
ズ
』
の
誘
致
も
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
那
覇
港
を
利

用
す
る
旅
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
起
点
港

機
能
強
化
を
目
的
と
し
た
補
正
予
算
を
計
上
し
、

議
会
で
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
今
後
は
起
点
港

に
必
要
な
Ｘ
線
装
置
な
ど
の
機
材
も
揃
え
て
い

き
ま
す
」
と
金
城
さ
ん
。
起
点
港
に
な
れ
ば
乗

客
が
県
内
で
前
後
泊
す
る
よ
う
に
な
り
、
消
費

額
の
増
加
が
見
込
め
る
。
ま
た
船
内
で
消
費
さ

れ
る
食
料
品
や
備
品
、
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
も
県
内
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
経
済
波
及
効
果
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
。

　
寄
港
地
や
起
点
港
に
選
ば
れ
る
に
は
、
地
元

の
歓
迎
ム
ー
ド
の
演
出
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
の

た
め
那
覇
市
と
同
組
合
、
市
観
光
協
会
、
県
、

沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
な
ど
の
機
関
や
企
業
で
「
那
覇

ク
ル
ー
ズ
促
進
連
絡
協
議
会
」
を
組
織
し
、
地

元
住
民
と
乗
組
員
の
交
流
を
目
的
と
し
た
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
や
船
内
見
学
会
な
ど
を
開
催
。
那

覇
港
を
含
む
湾
岸
一
帯
へ
の
関
心
を
よ
り
い
っ

そ
う
喚
起
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
一
度
に
数
千
人
の
〝
潜
在
顧
客
〞
が
通
過
す

特集

加
速
す
る
O
K
I
N
A
W
A

　
　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
は
ま
た
、
外
国
人
客
の
ニ
ー

ズ
調
査
や
商
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
り

得
る
。
金
城
さ
ん
は
「
県
内
事
業
者
の
業
容
拡
大

の
一
助
に
な
れ
ば
」
と
受
け
入
れ
に
前
向
き
だ
。

海
外
向
け
の
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
を
考
え
て
い

る
企
業
は
、
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
ぜ
ひ
検
討

し
て
み
て
ほ
し
い
。

 

乗
客
の
過
半
数
近
く
は
フ
リ
ー
観
光

 

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
広
範
囲
に

　
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
は
、
午
前
中
に
入
港
し
て

夕
方
に
出
港
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
例
え
ば
香
港

の
ス
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
社
が
運
航
す
る
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ー
・
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
10
時
入
港
、
18
時
出

港
が
基
本
だ
。
乗
員
数
の
内
訳
は
、
乗
客
約
１

５
０
０
人
、
乗
組
員
約
７
０
０
人
。
乗
客
の
う
ち

半
数
近
く
が
貸
切
バ
ス
で
観
光
地
を
巡
る
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
残
り
は
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
使
っ

て
自
由
に
行
動
す
る
と
い
う
。

　
自
由
行
動
派
の
乗
客
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
、

那
覇
市
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
だ
。
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
１
階
の
観
光
案
内
所
に
多
言
語
対
応
ス

タ
ッ
フ
を
待
機
さ
せ
、
個
別
の
質
問
や
相
談
へ

の
対
応
、
各
種
観
光
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　「
現
在
は
英
語
３
人
・
中
国
語
３
人
・
韓
国
語
２

人
の
チ
ー
ム
で
対
応
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る

の
は
、
同
協
会
の
国
里
顕
史
さ
ん
。ク
ル
ー
ズ
客

の
傾
向
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
最
盛
期
に
は
ほ
ぼ
毎

週
入
港
す
る
台
湾
か
ら
の
船
に
つ
い
て
言
え
ば
、

沖
縄
へ
の
ク
ル
ー
ズ
は
飛
行
機
や
ホ
テ
ル
代
が
か

か
ら
ず
、
出
費
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
人
気
が
高
い

よ
う
で
す
。
電
化
製
品
や
薬
な
ど
の
買
い
物
、ラ
ー

メ
ン
・
焼
き
肉
・
寿
司
な
ど
の
日
本
食
が
人
気
で
、

沖
縄
を
訪
れ
る
と
い
う
よ
り
『
一
番
近
い
日
本
に

行
く
』
と
い
う
感
覚
の
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
」と
の
こ
と
。「
欧
米
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
も
年

に
数
回
寄
港
し
ま
す
。
彼
ら
は
買
い
物
や
食
事
よ

り
も
、首
里
城
な
ど
沖
縄
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
を
好
む
傾
向
が
強
い
で
す
」

　
那
覇
港
か
ら
遠
い
事
業
者
に
と
っ
て
、
滞
在
時

間
の
短
い
ク
ル
ー
ズ
客
は「
自
社
と
は
関
係
な
い
」

と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
港
に
ひ
と

晩
停
泊
す
る
〝
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
〞
の
船
も
あ
り
、

平
成
26
年
は
４
〜
９
月
に
那
覇
港
で
９
回
寄
港

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
乗
員
数
の
４
〜
６
割
を
占

め
る
乗
組
員
の
潜
在
需
要
も
見
逃
せ
な
い
。「
乗

組
員
は
旅
慣
れ
た
リ
ピ
ー
タ
ー
で
す
。
船
か
ら
自

転
車
を
持
ち
出
す
な
ど
自
由
に
移
動
し
、
一
歩
進

ん
だ
沖
縄
滞
在
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
彼
ら
の
た

め
に
限
定
商
品
を
企
画
し
た
り
、
店
頭
で
チ
ラ
シ

を
配
っ
て
次
回
寄
港
時
の
来
店
を
促
す
と
い
っ
た

こ
と
を
県
内
事
業
者
に
お
勧
め
し
た
い
で
す
ね
」

と
国
里
さ
ん
。
ク
ル
ー
ズ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
は
地
域
・
業
種
い
ず
れ
も
広
範
囲
に
亘
る

と
見
て
間
違
い
な
い
。
自
社
で
何
が
で
き
る
か
、

積
極
的
に
模
索
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

スタークルーズ社のスーパースター・アクエリアス号
に乗って台湾からやってきた客の約半数は、観光バ
スに次々と乗り込み、県内各地へと向かっていく

接岸するクルーズ船に
向けて掲示された、ター
ミナルビルの横断幕。各
国の言葉で「ようこそ沖
縄へ」と歓迎のメッセー
ジが贈られる

臨港道路若狭２号
線の開通式では、
地元の子どもエイ
サー隊による演舞
が華を添えた

平成26年7月、若狭バースに着
岸したアジア最大級のクルーズ
船、ロイヤルカリビアン社のボ
イジャー・オブ・ザ・シーズ号（撮
影：株式会社フロームワン）

那覇港管理組合の金城盛康さん

県
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
の
発
表
に
よ
る
と
、平
成
25
年
度
の
観
光
収
入
は
４
４
７
８
億
６
８
０
０
万
円
と
過
去
最
高

を
記
録
。観
光
収
入
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
の
が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
）だ
。平
成
26
年
４
月
に
は
那

覇
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
供
用
も
開
始
。数
千
人
単
位
で
沖
縄
を
訪
れ
る
ク
ル
ー
ズ
乗
客・乗
組
員
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽
は
ど
こ
に
あ
る
か
。そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

■ 那覇港へ寄港実績のある大型クルーズ船の詳細

那覇港 石垣港 その他

（回）

出典  ●寄港実績：那覇港管理組合ホームページ
 ●船の詳細：各船会社ホームページ

■ 沖縄へのクルーズ船の寄港回数

那覇港 石垣港 その他
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2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014予定

新
型
イ
ン
フ
ル

　

エ
ン
ザ
の
影
響 

↓

船　名

飛鳥II
日本最大級のクルーズ船
1990年初就航

Superstar Aquarius
台湾から毎週火曜日に寄港

日本
総トン数 50,142  t
全長 241  m
船幅 29.6  m
総トン数 51,039 t
全長 230  m
船幅 28.5  m

総トン数 69,130 t
全長 264  m
船幅 32.0  m

総トン数 85,619  t
全長 293  m
船幅 32.2  m
総トン数 137,276  t
全長 310  m
船幅 48.0  m

香港

アメリカ

アメリカ

872名

1,529名

1,804名

2,680名

3,114名

約470名

約700名

723名

897名

1,181名

Legend of the Seas
日本に頻繁に寄港する中国発着の
クルーズ船　初寄港：2010年

イタリアCosta Atlantica
初寄港：2013年

Voyager of the Seas
初寄港：2012年

船型 〈 総トン数・全長・船幅 〉 乗客定員
乗組員国

● 2004～2013年：沖縄県総合事務局「2014年の沖縄におけるクルーズ客船寄港回数」
● 2014年予定：那覇港管理組合ホームページ「2014年那覇港クルーズ船入港予定」、
 石垣市建設部 港湾課「2014年石垣港クルーズ船入港予定」

出典

その2
海路編
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ク
ル
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ズ
船
の
受
入
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境
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寄
港
地
と
し
て
選
ば
れ
る
港
を
目
指
す

　
平
成
26
年
４
月
、
那
覇
港
の
若
狭
バ
ー
ス
（
乗

客
の
乗
降
を
行
う
岸
壁
）
に
那
覇
ク
ル
ー
ズ
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
完
成
し
、
観
光
立
県
に
ふ
さ
わ
し
い
海

の
玄
関
口
が
誕
生
し
た
。

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
延
床
面
積
は
約
４
５
０
０

㎡
。
１
階
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
の
待
機
場
、
２
階
に
は
Ｃ
Ｉ
Ｑ（
税
関
・
出

入
国
管
理
・
検
疫
）
ホ
ー
ル
と
沖
縄
伝
統
工
芸
品

の
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。Ｃ
Ｉ
Ｑ

ホ
ー
ル
の
出
入
国
審
査
ブ
ー
ス
は
可
動
式
で
、
入

港
の
な
い
日
は
収
納
し
て
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て

活
用
で
き
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

２
階
を
繋
ぐ
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ブ
リ
ッ
ジ
も
来
年

早
々
に
供
用
予
定
で
、
乗
客
の
利
便
性
が
さ
ら
に

向
上
す
る
見
通
し
だ
。

　
８
月
に
は
若
狭
バ
ー
ス
か
ら
臨
港
道
路
若
狭
２

号
線
が
開
通
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
か
ら
国
際
通

り
へ
の
所
要
時
間
が
20
分
短
縮
。
那
覇
市
内
観
光

周
遊
バ
ス
「
ゆ
い
ゆ
い
号
」
の
停
留
所
も
、
徒
歩

５
分
圏
内
に
新
設
さ
れ
た
。
下
船
後
の
交
通
網
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
乗
客
は
限
ら
れ
た
時
間
を

有
効
に
使
い
、
買
い
物
や
食
事
、
観
光
を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
ク
ル
ー
ズ
市
場
が
急

成
長
を
遂
げ
る
中
、
船
の
大
型
化
が
急
速
に
進

み
、
各
地
で
受
け
入
れ
港
の
イ
ン
フ
ラ
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
来
年
は
16
万
ト
ン
級

の
ク
ル
ー
ズ
船
が
ア
ジ
ア
に
配
船
さ
れ
る
予
定

が
あ
り
、
那
覇
港
へ
寄
港
す
る
可
能
性
が
出
て

き
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
那
覇
港
管
理
組
合

の
企
画
建
設
部
企
画
室
主
幹
、
金
城
盛
康
さ
ん
。

し
か
し
若
狭
バ
ー
ス
は
、
設
計
当
時
主
流
だ
っ

た
７
万
ト
ン
級
を
対
象
に
し
て
お
り
、
接
岸
で

き
る
の
は
13
万
ト
ン
級
ま
で
。
こ
れ
を
超
え
る

大
型
船
の
接
岸
や
２
隻
同
時
の
入
港
の
際
に
は
、

対
岸
に
あ
る
貨
物
船
用
の
岸
壁
を
使
う
し
か
な

い
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
同
組
合
で
は
２
隻

同
時
入
港
に
も
対
応
可
能
な
第
２
バ
ー
ス
の
増

設
な
ど
、
環
境
整
備
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し

た
と
い
う
。

　「
環
境
整
備
を
進
め
る
一
方
で
、
飛
行
機
と
船

を
組
み
合
わ
せ
た
那
覇
港
発
着
の
旅
行
『
フ
ラ

イ
・
ア
ン
ド
・
ク
ル
ー
ズ
』
の
誘
致
も
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
那
覇
港
を
利

用
す
る
旅
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
起
点
港

機
能
強
化
を
目
的
と
し
た
補
正
予
算
を
計
上
し
、

議
会
で
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
今
後
は
起
点
港

に
必
要
な
Ｘ
線
装
置
な
ど
の
機
材
も
揃
え
て
い

き
ま
す
」
と
金
城
さ
ん
。
起
点
港
に
な
れ
ば
乗

客
が
県
内
で
前
後
泊
す
る
よ
う
に
な
り
、
消
費

額
の
増
加
が
見
込
め
る
。
ま
た
船
内
で
消
費
さ

れ
る
食
料
品
や
備
品
、
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
も
県
内
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
経
済
波
及
効
果
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
。

　
寄
港
地
や
起
点
港
に
選
ば
れ
る
に
は
、
地
元

の
歓
迎
ム
ー
ド
の
演
出
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
の

た
め
那
覇
市
と
同
組
合
、
市
観
光
協
会
、
県
、

沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
な
ど
の
機
関
や
企
業
で
「
那
覇

ク
ル
ー
ズ
促
進
連
絡
協
議
会
」
を
組
織
し
、
地

元
住
民
と
乗
組
員
の
交
流
を
目
的
と
し
た
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
や
船
内
見
学
会
な
ど
を
開
催
。
那

覇
港
を
含
む
湾
岸
一
帯
へ
の
関
心
を
よ
り
い
っ

そ
う
喚
起
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
一
度
に
数
千
人
の
〝
潜
在
顧
客
〞
が
通
過
す

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
は
ま
た
、
外
国
人
客
の
ニ
ー

ズ
調
査
や
商
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
り

得
る
。
金
城
さ
ん
は
「
県
内
事
業
者
の
業
容
拡
大

の
一
助
に
な
れ
ば
」
と
受
け
入
れ
に
前
向
き
だ
。

海
外
向
け
の
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
を
考
え
て
い

る
企
業
は
、
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
ぜ
ひ
検
討

し
て
み
て
ほ
し
い
。

 

乗
客
の
過
半
数
近
く
は
フ
リ
ー
観
光

 

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
広
範
囲
に

　
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
は
、
午
前
中
に
入
港
し
て

夕
方
に
出
港
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
例
え
ば
香
港

の
ス
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
社
が
運
航
す
る
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ー
・
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
10
時
入
港
、
18
時
出

港
が
基
本
だ
。
乗
員
数
の
内
訳
は
、
乗
客
約
１

５
０
０
人
、
乗
組
員
約
７
０
０
人
。
乗
客
の
う
ち

半
数
近
く
が
貸
切
バ
ス
で
観
光
地
を
巡
る
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
残
り
は
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
使
っ

て
自
由
に
行
動
す
る
と
い
う
。

　
自
由
行
動
派
の
乗
客
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
、

那
覇
市
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
だ
。
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
１
階
の
観
光
案
内
所
に
多
言
語
対
応
ス

タ
ッ
フ
を
待
機
さ
せ
、
個
別
の
質
問
や
相
談
へ

の
対
応
、
各
種
観
光
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　「
現
在
は
英
語
３
人
・
中
国
語
３
人
・
韓
国
語
２

人
の
チ
ー
ム
で
対
応
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る

の
は
、
同
協
会
の
国
里
顕
史
さ
ん
。ク
ル
ー
ズ
客

の
傾
向
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
最
盛
期
に
は
ほ
ぼ
毎

週
入
港
す
る
台
湾
か
ら
の
船
に
つ
い
て
言
え
ば
、

沖
縄
へ
の
ク
ル
ー
ズ
は
飛
行
機
や
ホ
テ
ル
代
が
か

か
ら
ず
、
出
費
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
人
気
が
高
い

よ
う
で
す
。
電
化
製
品
や
薬
な
ど
の
買
い
物
、ラ
ー

メ
ン
・
焼
き
肉
・
寿
司
な
ど
の
日
本
食
が
人
気
で
、

沖
縄
を
訪
れ
る
と
い
う
よ
り
『
一
番
近
い
日
本
に

行
く
』
と
い
う
感
覚
の
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
」と
の
こ
と
。「
欧
米
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
も
年

に
数
回
寄
港
し
ま
す
。
彼
ら
は
買
い
物
や
食
事
よ

り
も
、首
里
城
な
ど
沖
縄
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
を
好
む
傾
向
が
強
い
で
す
」

　
那
覇
港
か
ら
遠
い
事
業
者
に
と
っ
て
、
滞
在
時

間
の
短
い
ク
ル
ー
ズ
客
は「
自
社
と
は
関
係
な
い
」

と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
港
に
ひ
と

晩
停
泊
す
る
〝
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
〞
の
船
も
あ
り
、

平
成
26
年
は
４
〜
９
月
に
那
覇
港
で
９
回
寄
港

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
乗
員
数
の
４
〜
６
割
を
占

め
る
乗
組
員
の
潜
在
需
要
も
見
逃
せ
な
い
。「
乗

組
員
は
旅
慣
れ
た
リ
ピ
ー
タ
ー
で
す
。
船
か
ら
自

転
車
を
持
ち
出
す
な
ど
自
由
に
移
動
し
、
一
歩
進

ん
だ
沖
縄
滞
在
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
彼
ら
の
た

め
に
限
定
商
品
を
企
画
し
た
り
、
店
頭
で
チ
ラ
シ

を
配
っ
て
次
回
寄
港
時
の
来
店
を
促
す
と
い
っ
た

こ
と
を
県
内
事
業
者
に
お
勧
め
し
た
い
で
す
ね
」

と
国
里
さ
ん
。
ク
ル
ー
ズ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
は
地
域
・
業
種
い
ず
れ
も
広
範
囲
に
亘
る

と
見
て
間
違
い
な
い
。
自
社
で
何
が
で
き
る
か
、

積
極
的
に
模
索
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

（一社）那覇市観光協会の
国里顕史さん

3カ国語＋うちなーぐちで表記されたアメ
リカンビレッジのウェルカム看板。ビーチ
やホテル、ショップ、レストラン、アミューズ
メント施設、映画館などが建ち並び、昼夜
問わず地元客や観光客で賑わっている

　美浜タウンリゾート・アメリカンビレッジは、米軍基地跡地の海岸埋立地
を活用した巨大なショッピング＆アミューズメントタウン。クルーズ旅行のオ
プショナルツアーが組まれていることもあり、3年ほど前からインバウンド客
が急増しているという。2010年に完成した商業施設「デポアイランド」の
店舗など、およそ60店舗のテナント管理を行う株式会社奥原商事の専務
取締役、奥原悟さんに話を聞いた。
　「街と自然を融合させ、県民に受け入れられる街づくり、店づくりを目指した
結果、アメリカンビレッジは県民のみならず国内外からの観光客にも足を運
んでいただけるエリアになったのだと考えています」
　現在は来場者の4割が観光客で、そのうち約15％が海外からのインバウ
ンド客。6年ほど前に始めた繁体字フリーペーパーへの広告出稿は今も継続
しており、自社ホームページの多言語化も3年前に完成。アメリカンビレッジ
のホームページも間もなく多言語化されるという。「各店で掲示するPOPの
多言語化は必須ですね。接客スタッフにも、旅の思い出になるような応対を
心掛けてほしいと、折に触れて声をかけています」と奥原さん。
　インバウンド客の誘致には、エリア全体で歓迎ムードを醸し出すことが重
要と考え、様 な々イベントも計画中だという。奥原さんは「アメリカ文化と沖縄
のチャンプルー文化が組み合わさった、アメリカンビレッジらしい催しを海外か
らのお客様にも楽しんでいただきたいですね。10月はハロウィン、11・12月は
イルミネーションを主軸に、来場者参
加型のイベントを企画できればと思い
ます」と、エリア全体の誘客向上に向
けて求心力を高めていく構えだ。

デポアイランド（株式会社 奥原商事）

エリア全体の求心力でインバウンド誘客

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス

８８

海
外
の
グ
ル
メ
サ
イ
ト
で
も
高
評
価
を
獲
得

特
製
ソ
ー
ス
の
お
土
産
需
要
も
上
昇
中

　
ア
メ
リ
カ
ン
タ
イ
プ
の
ス
テ
ー
キ
を
は
じ
め
と
す

る
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
と
、レ
ト
ロ
な
店
内
が
魅
力
の

老
舗
レ
ス
ト
ラ
ン
、ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
88
。系
列
店
６

店
舗
に
は
連
日
、多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
当
店
の
売
上
の
約
２
割
を
占
め

ま
す
。海
外
の
グ
ル
メ
サ
イ
ト
の
評
価
を
見
て
来
店

さ
れ
る
方
も
い
ま
す
」と
話
す
の
は
国
際
通
り
店
の

ホ
ー
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、中
島
徳
家
さ
ん
だ
。

　
米
軍
統
治
時
代
の「
Ａ
サ
イ
ン
バ
ー
」を
ル
ー
ツ

と
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、同
社
の
英
語
を
使
っ
た

接
客
の
歴
史
は
長
い
。さ
ら
に
10
年
ほ
ど
前
か
ら
中

国
語
対
応
の
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を
常
時
雇
用
し
て
い

る
そ
う
だ
。平
成
25
年
11
月
に
は
O
C
V
B
が
主

催
す
る
中
国
本
土
の
ク
ル
ー
ズ
船
商
談
会
に
も
参

加
。ク
ル
ー
ズ
客
受
入
の
足
が
か
り
と
す
る
た
め
、

ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把
握
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。

　「
来
店
客
の
要
望
に
応
え
、３
年
前
に
特
製
オ

リ
ジ
ナ
ル
ソ
ー
ス
を
商
品
化
し
た
の
で
す
が
、こ
れ
を

お
土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
る
海
外
客
の
方
が
増
え

始
め
て
い
ま
す
。ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
よ
く
売
れ
ま
す

ね
」と
中
島
さ
ん
。ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
反
映
し
た
商

品
開
発
が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を
機
に
販
路
拡
大

へ
と
繋
が
っ
た
、ひ
と
つ
の
好
事
例
と
言
え
そ
う
だ
。

PickUp Company

英語と中国語で表記され
た 店 舗 前 の ショー ケ ー
ス。フリーで行動している
インバウンド客の誘客に
効果を発揮している

ステーキハウス88国際通り店の
中島徳家さん

（
株
式
会
社 

沖
縄
テ
ク
ノ
ク
リ
エ
イ
ト
）

■ クルーズ乗員の下船後の行動形態と国籍別の行動特徴

リピーターの割合が高い。ドラッグ
ストア訪問率が高い。台湾

全体の約9割がバスツアーを利用。
消費額が高く免税店訪問率が高い。中国

レンタカーの利用率が高い。衣類、
果物や海産物の購入率が高い。香港

個人旅行の比率が高い。韓国

一人当たりの消費単価  18,693円

53.4％
乗客25.3％

乗組員

21.4％

個

人行動　　　　団体行動

乗客

出典  ●沖縄県文化観光スポーツ部「平成25年度外国人観光客実態調査概要報告」

（株）奥原商事の奥原悟さん

PickUp Company

株式会社奥原商事
北谷町美浜9-2　☎ 098-926-0808
http://www.depot-island.co.jp/

ステーキハウス88
那覇市辻2-8-21
☎ 098-862-3553（辻本店）
http://s88.co.jp/
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ク
ル
ー
ズ
船
の
受
入
環
境
を
整
備

 

寄
港
地
と
し
て
選
ば
れ
る
港
を
目
指
す

　
平
成
26
年
４
月
、
那
覇
港
の
若
狭
バ
ー
ス
（
乗

客
の
乗
降
を
行
う
岸
壁
）
に
那
覇
ク
ル
ー
ズ
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
完
成
し
、
観
光
立
県
に
ふ
さ
わ
し
い
海

の
玄
関
口
が
誕
生
し
た
。

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
延
床
面
積
は
約
４
５
０
０

㎡
。
１
階
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
の
待
機
場
、
２
階
に
は
Ｃ
Ｉ
Ｑ（
税
関
・
出

入
国
管
理
・
検
疫
）
ホ
ー
ル
と
沖
縄
伝
統
工
芸
品

の
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。Ｃ
Ｉ
Ｑ

ホ
ー
ル
の
出
入
国
審
査
ブ
ー
ス
は
可
動
式
で
、
入

港
の
な
い
日
は
収
納
し
て
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て

活
用
で
き
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

２
階
を
繋
ぐ
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ブ
リ
ッ
ジ
も
来
年

早
々
に
供
用
予
定
で
、
乗
客
の
利
便
性
が
さ
ら
に

向
上
す
る
見
通
し
だ
。

　
８
月
に
は
若
狭
バ
ー
ス
か
ら
臨
港
道
路
若
狭
２

号
線
が
開
通
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
か
ら
国
際
通

り
へ
の
所
要
時
間
が
20
分
短
縮
。
那
覇
市
内
観
光

周
遊
バ
ス
「
ゆ
い
ゆ
い
号
」
の
停
留
所
も
、
徒
歩

５
分
圏
内
に
新
設
さ
れ
た
。
下
船
後
の
交
通
網
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
乗
客
は
限
ら
れ
た
時
間
を

有
効
に
使
い
、
買
い
物
や
食
事
、
観
光
を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
ク
ル
ー
ズ
市
場
が
急

成
長
を
遂
げ
る
中
、
船
の
大
型
化
が
急
速
に
進

み
、
各
地
で
受
け
入
れ
港
の
イ
ン
フ
ラ
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
来
年
は
16
万
ト
ン
級

の
ク
ル
ー
ズ
船
が
ア
ジ
ア
に
配
船
さ
れ
る
予
定

が
あ
り
、
那
覇
港
へ
寄
港
す
る
可
能
性
が
出
て

き
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
那
覇
港
管
理
組
合

の
企
画
建
設
部
企
画
室
主
幹
、
金
城
盛
康
さ
ん
。

し
か
し
若
狭
バ
ー
ス
は
、
設
計
当
時
主
流
だ
っ

た
７
万
ト
ン
級
を
対
象
に
し
て
お
り
、
接
岸
で

き
る
の
は
13
万
ト
ン
級
ま
で
。
こ
れ
を
超
え
る

大
型
船
の
接
岸
や
２
隻
同
時
の
入
港
の
際
に
は
、

対
岸
に
あ
る
貨
物
船
用
の
岸
壁
を
使
う
し
か
な

い
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
同
組
合
で
は
２
隻

同
時
入
港
に
も
対
応
可
能
な
第
２
バ
ー
ス
の
増

設
な
ど
、
環
境
整
備
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し

た
と
い
う
。

　「
環
境
整
備
を
進
め
る
一
方
で
、
飛
行
機
と
船

を
組
み
合
わ
せ
た
那
覇
港
発
着
の
旅
行
『
フ
ラ

イ
・
ア
ン
ド
・
ク
ル
ー
ズ
』
の
誘
致
も
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
那
覇
港
を
利

用
す
る
旅
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
起
点
港

機
能
強
化
を
目
的
と
し
た
補
正
予
算
を
計
上
し
、

議
会
で
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
今
後
は
起
点
港

に
必
要
な
Ｘ
線
装
置
な
ど
の
機
材
も
揃
え
て
い

き
ま
す
」
と
金
城
さ
ん
。
起
点
港
に
な
れ
ば
乗

客
が
県
内
で
前
後
泊
す
る
よ
う
に
な
り
、
消
費

額
の
増
加
が
見
込
め
る
。
ま
た
船
内
で
消
費
さ

れ
る
食
料
品
や
備
品
、
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
も
県
内
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
経
済
波
及
効
果
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
。

　
寄
港
地
や
起
点
港
に
選
ば
れ
る
に
は
、
地
元

の
歓
迎
ム
ー
ド
の
演
出
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
の

た
め
那
覇
市
と
同
組
合
、
市
観
光
協
会
、
県
、

沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
な
ど
の
機
関
や
企
業
で
「
那
覇

ク
ル
ー
ズ
促
進
連
絡
協
議
会
」
を
組
織
し
、
地

元
住
民
と
乗
組
員
の
交
流
を
目
的
と
し
た
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
や
船
内
見
学
会
な
ど
を
開
催
。
那

覇
港
を
含
む
湾
岸
一
帯
へ
の
関
心
を
よ
り
い
っ

そ
う
喚
起
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
一
度
に
数
千
人
の
〝
潜
在
顧
客
〞
が
通
過
す

特集

加
速
す
る
O
K
I
N
A
W
A

　
　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
は
ま
た
、
外
国
人
客
の
ニ
ー

ズ
調
査
や
商
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
り

得
る
。
金
城
さ
ん
は
「
県
内
事
業
者
の
業
容
拡
大

の
一
助
に
な
れ
ば
」
と
受
け
入
れ
に
前
向
き
だ
。

海
外
向
け
の
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
を
考
え
て
い

る
企
業
は
、
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
ぜ
ひ
検
討

し
て
み
て
ほ
し
い
。

 

乗
客
の
過
半
数
近
く
は
フ
リ
ー
観
光

 

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
広
範
囲
に

　
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
は
、
午
前
中
に
入
港
し
て

夕
方
に
出
港
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
例
え
ば
香
港

の
ス
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
社
が
運
航
す
る
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ー
・
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
10
時
入
港
、
18
時
出

港
が
基
本
だ
。
乗
員
数
の
内
訳
は
、
乗
客
約
１

５
０
０
人
、
乗
組
員
約
７
０
０
人
。
乗
客
の
う
ち

半
数
近
く
が
貸
切
バ
ス
で
観
光
地
を
巡
る
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
残
り
は
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
使
っ

て
自
由
に
行
動
す
る
と
い
う
。

　
自
由
行
動
派
の
乗
客
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
、

那
覇
市
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
だ
。
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
１
階
の
観
光
案
内
所
に
多
言
語
対
応
ス

タ
ッ
フ
を
待
機
さ
せ
、
個
別
の
質
問
や
相
談
へ

の
対
応
、
各
種
観
光
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　「
現
在
は
英
語
３
人
・
中
国
語
３
人
・
韓
国
語
２

人
の
チ
ー
ム
で
対
応
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る

の
は
、
同
協
会
の
国
里
顕
史
さ
ん
。ク
ル
ー
ズ
客

の
傾
向
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
最
盛
期
に
は
ほ
ぼ
毎

週
入
港
す
る
台
湾
か
ら
の
船
に
つ
い
て
言
え
ば
、

沖
縄
へ
の
ク
ル
ー
ズ
は
飛
行
機
や
ホ
テ
ル
代
が
か

か
ら
ず
、
出
費
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
人
気
が
高
い

よ
う
で
す
。
電
化
製
品
や
薬
な
ど
の
買
い
物
、ラ
ー

メ
ン
・
焼
き
肉
・
寿
司
な
ど
の
日
本
食
が
人
気
で
、

沖
縄
を
訪
れ
る
と
い
う
よ
り
『
一
番
近
い
日
本
に

行
く
』
と
い
う
感
覚
の
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
」と
の
こ
と
。「
欧
米
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
も
年

に
数
回
寄
港
し
ま
す
。
彼
ら
は
買
い
物
や
食
事
よ

り
も
、首
里
城
な
ど
沖
縄
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
を
好
む
傾
向
が
強
い
で
す
」

　
那
覇
港
か
ら
遠
い
事
業
者
に
と
っ
て
、
滞
在
時

間
の
短
い
ク
ル
ー
ズ
客
は「
自
社
と
は
関
係
な
い
」

と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
港
に
ひ
と

晩
停
泊
す
る
〝
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
〞
の
船
も
あ
り
、

平
成
26
年
は
４
〜
９
月
に
那
覇
港
で
９
回
寄
港

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
乗
員
数
の
４
〜
６
割
を
占

め
る
乗
組
員
の
潜
在
需
要
も
見
逃
せ
な
い
。「
乗

組
員
は
旅
慣
れ
た
リ
ピ
ー
タ
ー
で
す
。
船
か
ら
自

転
車
を
持
ち
出
す
な
ど
自
由
に
移
動
し
、
一
歩
進

ん
だ
沖
縄
滞
在
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
彼
ら
の
た

め
に
限
定
商
品
を
企
画
し
た
り
、
店
頭
で
チ
ラ
シ

を
配
っ
て
次
回
寄
港
時
の
来
店
を
促
す
と
い
っ
た

こ
と
を
県
内
事
業
者
に
お
勧
め
し
た
い
で
す
ね
」

と
国
里
さ
ん
。
ク
ル
ー
ズ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
は
地
域
・
業
種
い
ず
れ
も
広
範
囲
に
亘
る

と
見
て
間
違
い
な
い
。
自
社
で
何
が
で
き
る
か
、

積
極
的
に
模
索
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

スタークルーズ社のスーパースター・アクエリアス号
に乗って台湾からやってきた客の約半数は、観光バ
スに次々と乗り込み、県内各地へと向かっていく

接岸するクルーズ船に
向けて掲示された、ター
ミナルビルの横断幕。各
国の言葉で「ようこそ沖
縄へ」と歓迎のメッセー
ジが贈られる

臨港道路若狭２号
線の開通式では、
地元の子どもエイ
サー隊による演舞
が華を添えた

平成26年7月、若狭バースに着
岸したアジア最大級のクルーズ
船、ロイヤルカリビアン社のボ
イジャー・オブ・ザ・シーズ号（撮
影：株式会社フロームワン）

那覇港管理組合の金城盛康さん

県
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
の
発
表
に
よ
る
と
、平
成
25
年
度
の
観
光
収
入
は
４
４
７
８
億
６
８
０
０
万
円
と
過
去
最
高

を
記
録
。観
光
収
入
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
の
が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
）だ
。平
成
26
年
４
月
に
は
那

覇
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
供
用
も
開
始
。数
千
人
単
位
で
沖
縄
を
訪
れ
る
ク
ル
ー
ズ
乗
客・乗
組
員
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽
は
ど
こ
に
あ
る
か
。そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

■ 那覇港へ寄港実績のある大型クルーズ船の詳細

那覇港 石垣港 その他

（回）

出典  ●寄港実績：那覇港管理組合ホームページ
 ●船の詳細：各船会社ホームページ

■ 沖縄へのクルーズ船の寄港回数

那覇港 石垣港 その他
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新
型
イ
ン
フ
ル

　

エ
ン
ザ
の
影
響 

↓

船　名

飛鳥II
日本最大級のクルーズ船
1990年初就航

Superstar Aquarius
台湾から毎週火曜日に寄港

日本
総トン数 50,142  t
全長 241  m
船幅 29.6  m
総トン数 51,039 t
全長 230  m
船幅 28.5  m

総トン数 69,130 t
全長 264  m
船幅 32.0  m

総トン数 85,619  t
全長 293  m
船幅 32.2  m
総トン数 137,276  t
全長 310  m
船幅 48.0  m

香港

アメリカ

アメリカ

872名

1,529名

1,804名

2,680名

3,114名

約470名

約700名

723名

897名

1,181名

Legend of the Seas
日本に頻繁に寄港する中国発着の
クルーズ船　初寄港：2010年

イタリアCosta Atlantica
初寄港：2013年

Voyager of the Seas
初寄港：2012年

船型 〈 総トン数・全長・船幅 〉 乗客定員
乗組員国

● 2004～2013年：沖縄県総合事務局「2014年の沖縄におけるクルーズ客船寄港回数」
● 2014年予定：那覇港管理組合ホームページ「2014年那覇港クルーズ船入港予定」、
 石垣市建設部 港湾課「2014年石垣港クルーズ船入港予定」

出典

その2
海路編



　創
業
64
年
の
歴
史
を
誇
る
赤
マ
ル
ソ

ウ
。沖
縄
の
味
噌
醤
油
の
代
名
詞
的
存
在

だ
が
、
現
在
は
糸
満
市
に
本
社
を
置
く
加

工
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
し
て
奮
闘
を
続
け

て
い
る
。１
０
０
年
続
く
会
社
づ
く
り
に

情
熱
を
傾
け
る
代
表
取
締
役
社
長
の
座

間
味
亮
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

醸
造
業
で
は
本
土
に
敵
わ
な
い

苦
渋
の
決
断
の
末
、方
向
転
換

　
当
社
は
昭
和
25
年
の
創
業
で
、
首
里
に
工

場
を
構
え
て
味
噌
と
醤
油
の
醸
造
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
本
土
復
帰
以
降
は
本
土

メ
ー
カ
ー
と
の
価
格
競
争
が
熾
烈
に
な
り
、

自
社
醸
造
の
維
持
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

苦
渋
の
決
断
の
末
、
平
成
に
入
る
頃
に
は
九

州
の
提
携
工
場
に
製
造
を
委
託
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
製
造
を
委
託
し
た
こ
と
に
よ
り
利
幅
が
薄
く

な
り
、
会
社
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
で
乗
り

出
し
た
の
が
佃
煮
の
製
造
で
し
た
。評
判
は
良

か
っ
た
の
で
す
が
原
材
料
の
確
保
が
難
し
く
、

継
続
を
断
念
。そ
の
頃
、
福
岡
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
発
売
し
て
話
題
に
な
っ
て
お

り
、
当
社
も
本
土
メ
ー
カ
ー
の
委
託
を
受
け
て

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
造
を
始
め
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
頃
に
入
社
し
、
営
業
担
当
と
し
て

県
内
ス
ー
パ
ー
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
売
り
込
み

ま
し
た
。最
初
は
「
な
ぜ
赤
マ
ル
ソ
ウ
が
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
？
」
と
相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

根
気
よ
く
営
業
を
続
け
る
と
徐
々
に
売
れ
る
よ

う
に
な
り
、
最
盛
期
に
は
ご
ま
味
の
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
だ
け
で
月
５
０
０
ケ
ー
ス
売
れ
る
ほ
ど
の

売
れ
筋
商
品
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
他
社
の

類
似
商
品
が
参
入
し
て
く
る
と
価
格
勝
負
に
な

り
、一
気
に
収
益
が
落
ち
て
い
き
ま
し
た
。

「
自
社
製
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
作
り
出
す
」

ブ
ー
ム
に
も
乗
り
、一気
に
全
国
区
へ

　
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
は
な
く
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
ヒ
ッ
ト

商
品
を
作
ら
な
け
れ
ば
、
と
い
う
決
意
で
次
に

取
り
組
ん
だ
の
が
、
自
社
製
造
で
利
益
が
確
保

で
き
る
油
み
そ
で
し
た
。そ
れ
ま
で
油
み
そ
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
入
れ
、
惣
菜
の
棚
で
販

売
し
て
い
ま
し
た
が
、
佃
煮
と
同
じ
ガ
ラ
ス
瓶

に
詰
め
、
味
噌
の
棚
で
は
な
く
佃
煮
の
棚
で
販

売
し
た
の
で
す
。こ
れ
が
功
を
奏
し
、今
は
県
外

向
け
に
「
沖
縄
豚
肉
み
そ
」
と
名
を
改
め
て
当

社
の
主
力
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
商
品
開
発
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。立
ち

消
え
た
商
品
は
数
え
き
れ
ず
、
社
長（
現
会
長
）

か
ら「
も
う
や
め
ろ
」と
強
く
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
開
発
担
当
だ
っ
た
私
は

自
社
製
品
の
拡
充
こ
そ
当
社
の
活
路
と
信
じ
て

開
発
を
続
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
生
ま
れ
た

「
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
ぽ
ん
酢
」
や
調
味
た
れ
「
ら

く
ち
ん
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜
」
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ち
ゅ

ら
さ
ん
」
に
端
を
発
し
た
沖
縄
ブ
ー
ム
に
乗
っ

て
全
国
で
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
が
、ま
た
も
や
大
手

の
参
入
で
出
荷
が
激
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

売
る
場
所
を
変
え
、売
る
モ
ノ
を
変
え

環
境
を
常
に
変
化
さ
せ
て
生
き
残
る

　
競
合
他
社
の
多
い
量
販
店
を
主
要
販
路
に
し

て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た
浮
き
沈
み
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
そ
の
頃
、
県
内
の
観
光
土
産

品
店
で
当
社
の
油
み
そ
が
売
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。土
産
品
店
へ
の
卸
な
ら
中

間
コ
ス
ト
が
少
な
く
、
利
益
が
確
保
で
き
る
上
、

お
土
産
用
の
調
味
料
製
造
は
競
合
も
少
な
い
。

観
光
客
市
場
の
可
能
性
に
賭
け
て
主
要
販
路
の

転
換
を
決
断
し
、「
島
一
番
の
調
味
料
屋
」
シ

リ
ー
ズ
を
展
開
し
た
と
こ
ろ
、
調
味
料
ブ
ー
ム

に
乗
っ
て
ヒ
ッ
ト
。
そ
の
後
業
績
が
安
定
的
に

伸
び
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
時
代
の
流
れ
は
速
く
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
も

驚
異
的
な
勢
い
で
変
化
し
ま
す
。一
時
の
ヒ
ッ

ト
に
安
住
せ
ず
、
商
品
開
発
も
販
売
経
路
も
常

に
変
化
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。赤
マ
ル
ソ
ウ

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
恩
恵
を
感
じ
な
い
日
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ブ
ラ
ン
ド
に
依
存
す
る
だ
け
で

は
企
業
は
確
実
に
衰
退
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
10
年
前
、
社
長
に
就
任
し
た
頃
は
決
算
書
の

読
み
方
も
わ
か
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
場
を
活
用
し

て
経
営
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。社
員
の
成
長
に

繋
が
れ
ば
と
社
員
研
修
も
導
入
し
、
社
内
の
会

議
も
社
員
に
任
せ
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
こ

こ
近
年
の
社
員
の
伸
び
は
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。彼
ら
と
一
緒
に
１
０
０
年
続
く

赤
マ
ル
ソ
ウ
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
味
噌
の
自
社
醸
造
も
近
い
将
来
、
復
活
さ
せ

ま
す
。そ
の
た
め
に
開
発
メ
ン
バ
ー
と
日
夜
、

研
究
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。私
は
毎
日

味
噌
汁
を
食
べ
ま
す
が
、
味
噌
の
消
費
量
は

年
々
下
が
る
一
方
で
す
。沖
縄
の
、
そ
し
て
日

本
の
食
文
化
の
基
礎
で
あ
る
味
噌
を
、
も
っ
と

も
っ
と
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
掛
け
て

い
き
た
い
。そ
の
た
め
に
も
、
今
ま
で
と
全
く

違
う
分
野
に
も
ひ
る
ま
ず
挑
戦
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲目標達成のため
のマネジメント手法
を学ぶ会議の様子

▲自社工場内で醸
造技術の復活をス
タート

パッケージや商品名の
刷新により売上を急伸
させた商品
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リ
ー
ダ
ー
の

事
業
展
開
の
中
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
常
に
決
断
を
迫
ら
れ
る
。

会
社
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

リ
ー
ダ
ー
の
決
断
と
そ
の
軌
跡
を
追
う
。

老舗から一転、ベンチャーへ
加工調味料メーカーとしての挑戦

株式会社 赤マルソウ
代表取締役社長  座間味 亮 さん

ビ
ジ
ネ
ス
航
路
図

株式会社 赤マルソウ
糸満市西崎町4-10-2
☎098-992-0011　
http://www.akamarusou.co.jp/



ICE（マイス）とは、会議（Meeting）、報奨・研修 
旅行（Incentive Travel）、国際会議・学術会議 

（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition
／Event）の頭文字を取ったもので、大規模な誘客交流 
が見込まれるビジネスイベントなどの総称として使わ 
れている。

沖縄県では「平成33年度に観光収入1兆円」という目
標を掲げている。そんな中、年間約77万人を新たに呼
び込めるとの基本構想の下、平成32年の運用開始を 
目指して進められているのが大型MICE施設の新設 
計画だ。誘客数・客単価の両面で大きなインパクトが 
期待できるMICEの注目度は高く、建設予定地には 
6市町村が名乗りを上げた。
「沖縄は自然・歴史・文化等の側面で独自性があり、 

国内外の主催者からMICE開催地として選ばれるため
の潜在的な優位性を持っています」と語るのは、MICE 
誘致・企画運営などを行う株式会社DMC沖縄の代表 
取締役、徳田博之さん。「MICEの目的は、教育、社員へ
のごほうび、人脈づくり、学術研究、発表など主催者に
よって様々です。 主催者毎に違うMICEの開催目的や、
満たしたいニーズに、開催地側がいかに応えられるかが 
非常に重要になってきます。成功すればリピートする 
可能性も高くなるからです」

MICEが地域にもたらす経済効果は観光業にとどまら
ず、広範に及ぶとされている。 「MICEの運営に直接関係の

なさそうな業種、例えば I T 、デザイン、飲食、工芸、農業
なども、アイディア次第で十分ビジネスチャンスがあり 
ます」と徳田さん。 「日本では行政主導で学術会議や 
国際会議などの誘致が進められてきた背景もあり、

『MICE＝コンベンション』のイメージが強いですが、 
例えば民間企業の数十名規模の社員旅行もMICEの範疇
に入ります。 民間の企業や団体が主催するMICEの方が
マーケットとしては大きいと考える人もいるほどです。  
MICEは規模も分野も様々ですから、これから参入する
事業者も自社に適したマーケットが見いだせるはず 
です。 MICE主催者の視点で、自社の商品やサービスの 
利点を、一度整理してみることをお勧めします」

MICE参加者は、他の観光客に比べて観光や飲食、
ショッピングを伴う個人行動での消費額が高くなる 
傾向にあるという。 また、報奨旅行の参加者は知的好
奇心の強い人が多いので、Webを活用した情報発信が 

届きやすいそうだ。「参加者の多くは、Webを通して事 
前に情報の収集と選択を行い、沖縄にやってきます。 
そして実際の沖縄での体験や感動を、参加者自身が 
メディアとなり、口コミでビジネス仲間に広めてくれます。 
これが後々の需要喚起に繋がるのです」

MICE主催者・参加者の特性を見きわめ、自社のビジ
ネスと効果的にマッチングできれば、これから訪れ 
るMICEの大きな波に乗れる可能性も広がっていき 
そうだ。

M 基本的な用語や最新用語を身につけて、
ビジネスの現場で活かそう！

今さら聞けないビジネス用語

“ MICE ”
株式会社DMC沖縄が手がけた
MICEの現場の様子。組織の結
束力を高めるためのチームビル
ディングや、古民家レストランを
活用した沖縄の飾らないおもて
なしを体感するテーマパーティな
ど、主催者の目的に即した的確な
プランニングを行っている

文・照屋隆司（てるやりゅうじ）
有限会社開発屋でぃきたん代表取締役。食品・生物資源産業分野の技術系コ
ンサルタント。酒造会社・県農業試験場・（株）TTCを経て99年より現職。（公財）
沖縄県産業振興公社登録専門家。（一社）日本臨床栄養協会認定NRサプリメ
ントアドバイザー。（一社）日本産業カウンセラー協会資格登録・産業カウンセ
ラー。カウンセリングルーム「キャリアオアシス楠」主宰。http://www.dikitang.jp
照屋隆司による「食品・化粧品などの開発、技術、表示等に関する無料相談」
受付中！  ※要予約
問い合わせ：沖縄県中小企業支援センター　☎098-859-6237

でぃきたん照屋の
商品開発

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ラ
ム

文・友利至伯（ともりよしとも）  株式会社アドスタッフ博報堂
マーケティングソリューション局 R&D 推進部  マーケティングプランナー
1980年浦添生まれ。05～08年までオクラホマ州立セントラルオクラホマ大学にてマーケティングを修学後、
同社へ入社。アカウント局を経て、マーケティングソリューション局へ配属。現在は官公庁、民間企業のリサーチ
及びプランニング業務に従事。

日
々
雑
感 戦後沖縄の製造業を率いた人

製糖業、パイナップル事業、セメント製造
業、煙草製造業などを興した宮城仁四郎氏

（190 2−1997）は、戦後の沖縄経済の 
「四天王」の一人に数えられています。宮城氏は
沖縄県立農学校から鹿児島高等農林学校農
芸化学科（現・鹿児島大学農学部）に進んで農
産加工を学んだ人でした。

宮城氏が製造業を次 と々興していた1950
年代は、実は沖縄の製造業にとっては逆風すさ
まじい時代でした。日本本土の円が1ドル＝360
円という円安に固定され輸出型製造業の保護
育成が図られる一方、米軍統治下の沖縄では1 

ドル＝120B円（B円：B型軍票）に設定され、 
米軍基地建設を急ぐために外から物資を輸入し
やすい環境が作られたのです。さらにドル通貨、
貿易、資本の自由化も行われ、地元資本は製造
業より輸入業に集中したと言われています。この

ような軍政下の沖縄の状況を、経済の専門家
は「基地依存型輸入経済という不可効力の枠
組み」と論じています（※1）。その時代に、地域資
源を活かして域外の市場をターゲットとする製糖
業、パイン事業などを興した宮城氏は、勇敢なる
ベンチャー起業家であったと言えるでしょう。「一
次産業の基礎づくりができて初めて二次・三次
産業は成り立つ。」（※2）という明確なビジョンを
語った宮城氏が、具体的に数多くの事業を興し
たことは、ビジョン実現のための課題を示し、それ
に自ら取り組んだということでしょう。こうした宮城
氏の構想力と率先力は何を源泉としているか。
それは①時代の課題を自ら受けて立つという胆
力、②逆風の中で本質を見抜く眼力、③郷土を
思う心であっただろうと私は考えています。

今
、小
学
生
以
下
の
子
ど
も
達
の
間
で

大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る「
妖
怪

ウ
ォ
ッ
チ
」と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ご
存
知

で
す
か
？
も
と
も
と
ゲ
ー
ム
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」は
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

で
火
が
つ
き
、関
連
グ
ッ
ズ
は
売
り
切
れ
続

出
、特
典
付
き
映
画
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
は

即
完
売
と
、社
会
現
象
化
し
て
い
ま
す
。

で
は
な
ぜ
こ
れ
だ
け
の
大
ブ
ー
ム
を
巻

き
起
こ
せ
た
の
か
？
そ
の
理
由
を
、「
妖

怪
ウ
ォ
ッ
チ
」の
生
み
の
親
で
あ
る
レ
ベ
ル

フ
ァ
イ
ブ
代
表
取
締
役
社
長
／
Ｃ
Ｅ
Ｏ

の
日
野
晃
博
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
読
み

解
き
ま
し
た
。キ
ー
ワ
ー
ド
は〝
共
感
〟で

す
。日
野
氏
は「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」を
制
作

す
る
に
あ
た
り
、作
品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

な
る
小
学
生
の
本
質
的
な
悩
み
を
徹
底

的
に
研
究
し
、小
学
生
に
と
っ
て
身
近
な

話
題
を
作
品
に
反
映
す
る
こ
と
で〝
共
感

度
〟を
高
め
た
そ
う
で
す
。
更
に
、作
品

に
出
て
く
る
妖
怪
が「
僕
は
し
に
ま
し
ぇ

ん
」と
い
う
30
～
40
代
に
は
懐
か
し
い
セ
リ

フ
を
発
し
た
り
す
る
等
、親
世
代
の〝
共

感
〟を
得
る
こ
と
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
。実
際
、私
も
ア
ニ
メ
を
見
て
い
て
そ
う

い
っ
た
表
現
に〝
共
感
〟を
覚
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た〝
共
感
〟づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り

が
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
非
常
に
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
と
っ
て
も
押
さ
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
本
作
品
を
通
し
て

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。次
回
は
、

「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」を
広
め
た
メ
デ
ィ
ア
戦

略
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
千
思
万
考
〜

「
ブ
ー
ム
を
起
こ
す
ポ
イ
ン
ト
!?
」

17

※1	 牧野浩隆著「再考沖縄経済」
※2	 日本経済新聞社「九州の社長Ⅱ」

取材協力：株式会社DMC沖縄
http://www.dmc-okinawa.co.jp/
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　創
業
64
年
の
歴
史
を
誇
る
赤
マ
ル
ソ

ウ
。沖
縄
の
味
噌
醤
油
の
代
名
詞
的
存
在

だ
が
、
現
在
は
糸
満
市
に
本
社
を
置
く
加

工
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
し
て
奮
闘
を
続
け

て
い
る
。１
０
０
年
続
く
会
社
づ
く
り
に

情
熱
を
傾
け
る
代
表
取
締
役
社
長
の
座

間
味
亮
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

醸
造
業
で
は
本
土
に
敵
わ
な
い

苦
渋
の
決
断
の
末
、方
向
転
換

　
当
社
は
昭
和
25
年
の
創
業
で
、
首
里
に
工

場
を
構
え
て
味
噌
と
醤
油
の
醸
造
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
本
土
復
帰
以
降
は
本
土

メ
ー
カ
ー
と
の
価
格
競
争
が
熾
烈
に
な
り
、

自
社
醸
造
の
維
持
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

苦
渋
の
決
断
の
末
、
平
成
に
入
る
頃
に
は
九

州
の
提
携
工
場
に
製
造
を
委
託
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
製
造
を
委
託
し
た
こ
と
に
よ
り
利
幅
が
薄
く

な
り
、
会
社
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
で
乗
り

出
し
た
の
が
佃
煮
の
製
造
で
し
た
。評
判
は
良

か
っ
た
の
で
す
が
原
材
料
の
確
保
が
難
し
く
、

継
続
を
断
念
。そ
の
頃
、
福
岡
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
発
売
し
て
話
題
に
な
っ
て
お

り
、
当
社
も
本
土
メ
ー
カ
ー
の
委
託
を
受
け
て

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
造
を
始
め
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
頃
に
入
社
し
、
営
業
担
当
と
し
て

県
内
ス
ー
パ
ー
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
売
り
込
み

ま
し
た
。最
初
は
「
な
ぜ
赤
マ
ル
ソ
ウ
が
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
？
」
と
相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

根
気
よ
く
営
業
を
続
け
る
と
徐
々
に
売
れ
る
よ

う
に
な
り
、
最
盛
期
に
は
ご
ま
味
の
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
だ
け
で
月
５
０
０
ケ
ー
ス
売
れ
る
ほ
ど
の

売
れ
筋
商
品
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
他
社
の

類
似
商
品
が
参
入
し
て
く
る
と
価
格
勝
負
に
な

り
、一
気
に
収
益
が
落
ち
て
い
き
ま
し
た
。

「
自
社
製
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
作
り
出
す
」

ブ
ー
ム
に
も
乗
り
、一気
に
全
国
区
へ

　
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
は
な
く
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
ヒ
ッ
ト

商
品
を
作
ら
な
け
れ
ば
、
と
い
う
決
意
で
次
に

取
り
組
ん
だ
の
が
、
自
社
製
造
で
利
益
が
確
保

で
き
る
油
み
そ
で
し
た
。そ
れ
ま
で
油
み
そ
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
入
れ
、
惣
菜
の
棚
で
販

売
し
て
い
ま
し
た
が
、
佃
煮
と
同
じ
ガ
ラ
ス
瓶

に
詰
め
、
味
噌
の
棚
で
は
な
く
佃
煮
の
棚
で
販

売
し
た
の
で
す
。こ
れ
が
功
を
奏
し
、今
は
県
外

向
け
に
「
沖
縄
豚
肉
み
そ
」
と
名
を
改
め
て
当

社
の
主
力
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
商
品
開
発
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。立
ち

消
え
た
商
品
は
数
え
き
れ
ず
、
社
長（
現
会
長
）

か
ら「
も
う
や
め
ろ
」と
強
く
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
開
発
担
当
だ
っ
た
私
は

自
社
製
品
の
拡
充
こ
そ
当
社
の
活
路
と
信
じ
て

開
発
を
続
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
生
ま
れ
た

「
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
ぽ
ん
酢
」
や
調
味
た
れ
「
ら

く
ち
ん
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜
」
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ち
ゅ

ら
さ
ん
」
に
端
を
発
し
た
沖
縄
ブ
ー
ム
に
乗
っ

て
全
国
で
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
が
、ま
た
も
や
大
手

の
参
入
で
出
荷
が
激
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

売
る
場
所
を
変
え
、売
る
モ
ノ
を
変
え

環
境
を
常
に
変
化
さ
せ
て
生
き
残
る

　
競
合
他
社
の
多
い
量
販
店
を
主
要
販
路
に
し

て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た
浮
き
沈
み
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
そ
の
頃
、
県
内
の
観
光
土
産

品
店
で
当
社
の
油
み
そ
が
売
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。土
産
品
店
へ
の
卸
な
ら
中

間
コ
ス
ト
が
少
な
く
、
利
益
が
確
保
で
き
る
上
、

お
土
産
用
の
調
味
料
製
造
は
競
合
も
少
な
い
。

観
光
客
市
場
の
可
能
性
に
賭
け
て
主
要
販
路
の

転
換
を
決
断
し
、「
島
一
番
の
調
味
料
屋
」
シ

リ
ー
ズ
を
展
開
し
た
と
こ
ろ
、
調
味
料
ブ
ー
ム

に
乗
っ
て
ヒ
ッ
ト
。
そ
の
後
業
績
が
安
定
的
に

伸
び
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
時
代
の
流
れ
は
速
く
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
も

驚
異
的
な
勢
い
で
変
化
し
ま
す
。一
時
の
ヒ
ッ

ト
に
安
住
せ
ず
、
商
品
開
発
も
販
売
経
路
も
常

に
変
化
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。赤
マ
ル
ソ
ウ

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
恩
恵
を
感
じ
な
い
日
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ブ
ラ
ン
ド
に
依
存
す
る
だ
け
で

は
企
業
は
確
実
に
衰
退
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
10
年
前
、
社
長
に
就
任
し
た
頃
は
決
算
書
の

読
み
方
も
わ
か
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
場
を
活
用
し

て
経
営
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。社
員
の
成
長
に

繋
が
れ
ば
と
社
員
研
修
も
導
入
し
、
社
内
の
会

議
も
社
員
に
任
せ
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
こ

こ
近
年
の
社
員
の
伸
び
は
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。彼
ら
と
一
緒
に
１
０
０
年
続
く

赤
マ
ル
ソ
ウ
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
味
噌
の
自
社
醸
造
も
近
い
将
来
、
復
活
さ
せ

ま
す
。そ
の
た
め
に
開
発
メ
ン
バ
ー
と
日
夜
、

研
究
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。私
は
毎
日

味
噌
汁
を
食
べ
ま
す
が
、
味
噌
の
消
費
量
は

年
々
下
が
る
一
方
で
す
。沖
縄
の
、
そ
し
て
日

本
の
食
文
化
の
基
礎
で
あ
る
味
噌
を
、
も
っ
と

も
っ
と
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
掛
け
て

い
き
た
い
。そ
の
た
め
に
も
、
今
ま
で
と
全
く

違
う
分
野
に
も
ひ
る
ま
ず
挑
戦
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲目標達成のため
のマネジメント手法
を学ぶ会議の様子

▲自社工場内で醸
造技術の復活をス
タート

パッケージや商品名の
刷新により売上を急伸
させた商品
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リ
ー
ダ
ー
の

事
業
展
開
の
中
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
常
に
決
断
を
迫
ら
れ
る
。

会
社
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

リ
ー
ダ
ー
の
決
断
と
そ
の
軌
跡
を
追
う
。

老舗から一転、ベンチャーへ
加工調味料メーカーとしての挑戦

株式会社 赤マルソウ
代表取締役社長  座間味 亮 さん

ビ
ジ
ネ
ス
航
路
図

株式会社 赤マルソウ
糸満市西崎町4-10-2
☎098-992-0011　
http://www.akamarusou.co.jp/



連携 百景

　
株
式
会
社
レ
イ
企
画
は
、
産
官
学
連
携
に
よ

る
共
同
開
発
を
経
て
２
０
１
４
年
10
月
、
琉
球

ヘ
ナ
と
琉
球
藍
を
併
用
し
た
染
毛
剤
の
商
品
化

を
実
現
し
た
。
ヘ
ナ
は
、
イ
ン
ド
な
ど
の
熱
帯

地
域
に
自
生
す
る
低
木
。
葉
に
は
染
色
作
用
が

あ
り
、
頭
皮
や
毛
髪
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
い

天
然
素
材
の
染
毛
剤
と
し
て
普
及
し
て
い
る
。

今
回
レ
イ
企
画
が
商
品
化
し
た
染
毛
剤
「
白
髪

色
良
授
（
し
ら
が
し
ら
ず
）」
は
、
従
来
の
ヘ
ナ

染
め
で
は
二
度
染
め
が
必
要
で
放
置
時
間
も
長

く
か
か
る
と
こ
ろ
を
、
一
度
の
塗
布
で
、
か
つ

比
較
的
短
時
間
で
自
然
な
黒
褐
色
に
染
め
る
こ

と
が
で
き
る
画
期
的
な
も
の
だ
。

　
ヘ
ア
サ
ロ
ン
経
営
や
化
粧
品
の
企
画
販
売
を

行
う
レ
イ
企
画
の
代
表
取
締
役
、
中
村
は
る
美

さ
ん
が
、
ヘ
ナ
を
使
っ
た
商
品
開
発
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
始
め
た
の
は
８
年
前
。
市
販
の
染
毛

剤
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
た
客
に
ヘ
ナ

染
め
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
目
に
見
え
て
改
善
し

た
の
だ
と
い
う
。「
自
然
素
材
の
持
つ
力
を
改
め

て
実
感
し
、
モ
ズ
ク
エ
キ
ス
を
使
っ
た
頭
皮
ロ
ー

シ
ョ
ン
を
開
発
し
た
の
も
そ
の
頃
で
し
た
。
そ

の
後
、
あ
る
人
か
ら
一
本
の
ヘ
ナ
の
苗
木
を
譲

り
受
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
畑
を
借
り
て
ヘ

ナ
を
育
て
始
め
た
の
で
す
が
、
当
時
は
、
イ
ン

ド
産
と
比
べ
て
色
素
含
有
量
が
ど
う
か
、
収
穫

時
期
に
よ
っ
て
含
有
量
の
差
が
ど
う
な
る
か
な

代表取締役の中村は
る美さん。ユーザー
からの感謝や満足の
声を糧に、「いいもの
づくり」に情熱を傾け
ている

琉球ヘナの葉はポリ
フェノール含有量が
多く、頭皮のアンチエ
イジング効果も期待
できる

「白髪色良授（しらがしらず）」4本セット4,500円（税別）。気になる
白髪をこまめに部分染めできるよう、1カ月分を4本に小分けして
ある。添加物を最小限に抑えているため、冷凍保存が必要。10月24
日から３日間開催される沖縄の産業まつりにも出展予定だ

１ ～ 2月頃 に可 憐 な
花を咲かせる琉球藍

連携による新たな商品・サービスの実用化までの取り組みを紹介。

中核企業としての苦難を乗り越え、連携の力で長年の研究成果を商品化

一
本
の
苗
木
か
ら
始
ま
っ
た

髪
と
肌
に
優
し
い
白
髪
染
め
づ
く
り

商
品
価
値
を
よ
り
高
め
る
た
め

産
官
学
連
携
の
可
能
性
に
賭
け
る

研
究
成
果
を
つ
い
に
商
品
化

全
国
展
開
と
産
業
化
を
目
指
す

琉球ヘナと琉球藍を使用した
天然素材の染毛剤の開発

官
産
産
学

ど
、
そ
の
調
べ
方
が
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
初
は
ヘ
ナ
の
生
葉
の
乾
燥
温
度
を
試
験

す
る
た
め
食
品
加
工
業
者
に
協
力
を
依
頼
し
、

設
定
温
度
を
変
え
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
し
て
、第
一
段
階
と
し
て
粉
末
状
の『
琉

球
ヘ
ナ
』
を
商
品
化
し
、
発
売
に
至
っ
た
の
が

２
０
１
１
年
の
こ
と
で
し
た
」

　
し
か
し
、
ヘ
ナ
だ
け
で
染
め
る
と
オ
レ
ン
ジ

色
に
発
色
す
る
た
め
、
白
髪
染
め
に
す
る
に
は

藍
（
イ
ン
デ
ィ
ゴ
）
の
色
素
が
必
要
に
な
る
。

中
村
さ
ん
は
沖
縄
で
古
来
か
ら
工
芸
用
と
し
て

栽
培
さ
れ
て
き
た
琉
球
藍
に
注
目
。
沖
縄
県
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
様
々

な
文
献
を
参
考
に
何
度
も
試
験
を
繰
り
返
し
た

結
果
、
琉
球
藍
を
白
髪
染
め
に
活
用
す
る
独
自

の
方
法
を
同
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
確
立
し
た
。

２
０
１
２
年
に
は
琉
球
藍
の
製
法
と
保
存
法
に

関
す
る
特
許
出
願
も
果
た
す
。

　
そ
ん
な
中
、
中
村
さ
ん
は
「
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー

に
選
ば
れ
る
白
髪
染
め
を
目
指
す
に
は
、
商
品

力
の
裏
付
け
と
な
る
デ
ー
タ
が
ま
だ
不
足
し
て

い
る
の
で
は
」
と
考
え
た
と
い
う
。「
そ
れ
な
ら

ば
、
専
門
知
識
や
技
術
を
持
つ
と
こ
ろ
と
連
携

体
制
を
作
っ
て
は
、
と
の
助
言
を
受
け
、
産
学

連
携
事
業
を
支
援
す
る
『
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
推
進
事
業
』
に
応
募
し
、

無
事
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
」

　
連
携
共
同
体
に
は
専
門
機
械
を
持
つ
株
式
会

社
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
を
研
究
企
業
と
し
て
迎
え
、

エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
る
デ
ー
タ
の
抽
出
を
依
頼
。

色
素
含
有
量
や
成
分
な
ど
の
分
析
結
果
が
示
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
、
今
度
は
本
格
的
な
製
造
に
向

け
て
連
携
の
再
編
が
図
ら
れ
た
。
２
年
目
か
ら

は
化
粧
品
製
造
の
実
績
が
豊
富
な
有
限
会
社
カ

ミ
ヤ
マ
美
研
が
参
画
。
さ
ら
に
染
毛
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
解
明
に
向
け
た
研
究
や
試
験
な
ど
の
担
当

と
し
て
琉
球
大
学
農
学
部
も
連
携
体
に
加
わ
っ

た
（
上
図
参
照
）。

　「
量
産
に
向
け
て
最
後
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
の

は
、
藍
の
加
工
で
し
た
。
ヘ
ナ
よ
り
も
工
程
が

煩
雑
で
、
管
理
が
思
い
の
ほ
か
大
変
だ
っ
た
の

で
す
。
で
も
『
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
、
そ
の
先

は
見
え
て
こ
な
い
』
と
み
ん
な
を
勇
気
づ
け
な

が
ら
、
よ
う
や
く
10
月
の
発
売
に
こ
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
連
携
に
よ
る
商
品
開
発
の
利
点
と
難
し
さ
に

つ
い
て
、
中
村
さ
ん
は
「
連
携
せ
ず
に
一
人
で

や
っ
て
い
れ
ば
経
験
せ
ず
に
済
ん
だ
苦
労
も
あ

り
ま
す
。
一
人
で
は
手
に
負
え
な
い
こ
と
が
連

携
に
よ
っ
て
実
現
可
能
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
。
し
か
し
、
異
分
野
の
連
携
体
は

参
画
の
動
機
や
目
標
が
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
、
中

核
企
業
が
ブ
レ
て
し
ま
う
と
、
わ
ず
か
な
ト
ラ

ブ
ル
や
試
練
で
大
き
く
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て

し
ま
う
。
私
の
場
合
は
ヘ
ナ
と
藍
を
何
と
し
て

も
産
業
化
し
た
い
、
何
が
な
ん
で
も
後
世
に
残

し
た
い
、
と
い
う
想
い
で
、
何
と
か
ブ
レ
ず
に

走
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
一
本
の
苗
木
か
ら
始
ま
っ
た
琉
球
ヘ
ナ
の
栽

培
は
、
本
島
南
部
の
契
約
農
家
の
元
で
１
万
本

に
ま
で
増
え
、
今
年
は
５
ト
ン
以
上
を
収
穫
し

た
。
琉
球
藍
は
本
部
の
琉
球
藍
保
存
会
に
属
す

る
生
産
農
家
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。「
ま
ず
は『
白

髪
色
良
授
』
を
全
国
へ
販
路
展
開
し
、
琉
球
ヘ

ナ
と
琉
球
藍
の
良
さ
を
広
め
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
沖
縄
の
気
候
風
土
が
育
ん
だ
琉
球
ヘ
ナ
と

琉
球
藍
の
栽
培
を
産
業
化
し
、
次
世
代
に
受
け

継
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」。
中

村
さ
ん
の
挑
戦
は
ま
さ
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

《連携概念図》

製造条件及び技術の
検討・商品化

研究企業
（株）バイオジェット

植物色素解析

中核企業

（株）レイ企画
●研究の統括
●商品開発の統括
●品質管理の把握

共同
開発・研究

共同
研究

原料提供

2011年～ 2011年～

2013年～
2012年

2013年～

研究機関
沖縄県工業技術
センター

試作機器、ノウハウ、技術、
サポート、助言、分析、評価

琉球大学農学部

分析
評価

情報交換

契約農家

協力企業
（有）カミヤマ美研

琉球ヘナ・琉球藍の
栽培

株式会社レイ企画
那覇市金城3-8-11 
ゆいビル1F
　  0120-678-601　
http://www.ray-plan.com

植物色素解析、
応用研究・技術
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「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
描
き
出
さ
れ

た
将
来
像
を
実
現
す
る
上
で
、
土
台
と
な
っ
て

く
る
の
が
「
好
循
環
」
を
生
み
だ
す
た
め
の
２

つ
の
基
軸
だ
（
図
参
照
）
。
そ
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
経
済
発
展
」
が
今
、
ど
の
よ
う
に
推
進
さ

れ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
現
れ
て
い
る
か
を
見

て
い
こ
う
。

「
中
小
企
業
振
興
条
例
」に
基
づ
き

企
業
の
実
態
に
寄
り
添
う
支
援
策
を
展
開

　
県
内
企
業
の
99
％
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る

中
小
企
業
。
沖
縄
の
経
済
成
長
の
成
否
は
、
中

小
企
業
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、
成
長
を
遂
げ
て
い

け
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
県
や

市
町
村
、
経
済
団
体
や
支
援
機
関
な
ど
が
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
。
中
小

企
業
施
策
に
関
す
る
事
業
費
の
平
成
26
年
度

当
初
予
算
額
は
１
３
２
億
６
２
９
６
万
円

と
、
前
年
度
に
対
し
て
22
億
円
余
り
の
増
額
と

な
っ
た
。
沖
縄
県
知
事
を
議
長
と
し
、
県
内
の

経
済
団
体
や
中
小
企
業
支
援
機
関
等
で
構
成
さ

れ
る
「
中
小
企
業
振
興
会
議
」
で
は
、
中
小
企

業
者
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
県
の
中
小
企
業
支
援
策
に
反
映
さ
せ
、
よ

り
活
用
し
や
す
く
、
成
果
に
結
び
つ
き
や
す
い

施
策
の
立
案
へ
と
繋
げ
て
い
る
。
➘

➘
平
成
26
年
度
は
全
46
事
業
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
さ
れ
た
。
多
角
的
か
つ
き
め
細
や
か
な
支

援
策
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、
自
社
で
活
用
で

き
る
も
の
が
な
い
か
確
認
し
て
み
よ
う
。

国
際
物
流
拠
点
の
形
成
が
進
み

那
覇
空
港
の
国
際
貨
物
取
扱
量
が
急
増

　
那
覇
空
港
を
ハ
ブ
（
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
核
）
と
す
る
全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
の
国

際
貨
物
事
業
を
誘
致
し
た
ほ
か
、
関
連
施
設

の
整
備
や
物
流
機
能
の
強
化
な
ど
、
国
際
物

流
拠
点
形
成
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
そ
の
結
果
、
那
覇
空
港
の
貨
物
路
線
数

は
1 2
路
線
に
ま
で
拡
大
。
国
内
各
地
の
空

港
と
韓
国
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
を
繋
ぎ
、

平
成
25
年
度
の
国
際
貨
物
取
扱
量
で
は
成

田
、
関
西
国
際
に
次
ぐ
国
内
第
３
位
と
な
っ

て
い
る
。

　
那
覇
空
港
の
ハ
ブ
化
は
、
沖
縄
か
ら
海
外
へ

の
販
路
拡
大
に
有
利
な
追
い
風
と
な
る
。
関
連

施
策
や
支
援
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
沖

縄
生
ま
れ
の
優
れ
た
製
品
を
広
く
ア
ジ
ア

へ
、
ま
た
世
界
へ
と
知
ら
し
め
て
い
き
た
い

と
こ
ろ
だ
。

《臨時特別企画》沖縄経済に吹く「追い風」をつかめ ～沖縄の産業振興・中小企業支援は今～

　
目
指
す
べ
き
沖
縄
の
20
年
後
の
姿
を
ま
と
め
た「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」を
受
け
、ビ
ジ
ョ

ン
実
現
の
た
め
の
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
て
か
ら
、２
年
あ
ま
り
が
経
過
し
た
。

こ
の
基
本
計
画
に
沿
っ
た
数
々
の
施
策
が
実
施
さ
れ
る
中
、目
に
見
え
る・実
感
で
き
る
成
果

が
着
々
と
現
れ
つ
つ
あ
る
。

　
今
回
の
臨
時
特
別
企
画
で
は
、沖
縄
の
産
業
界
の
最
新
の
動
向
を
中
心
に
、沖
縄
県
商
工
労

働
部
が
行
う
数
々
の
施
策
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
く
。

■ 2つの基軸

潤いと活力をもたらす
沖縄らしい優しい社会の構築
県民に安らぎと活力をもたらし、
経済発展を支える

基軸
1

日本と世界の架け橋となる
強くしなやかな自立型経済の構築
経済発展により生み出された利益で
優しい社会をつくる

基軸
2

好循環

■ 沖縄振興予算の拡大
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沖縄振興予算は
V字回復! H33まで

毎年
3,000億円台
確保
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県予算も毎年充実!

平成26年度の沖縄振興予算は前年度を
上回る3,460億円。

～毎年3,000億円台の沖縄振興予算の確保～～毎年3,000億円台の沖縄振興予算の確保～
平成26年度の県一般会計予算も当初予算では
過去最大の7,000億円台、毎年充実していきます。

■ 国際物流マップ

青島青島

上海上海

広州広州

香港香港
台北台北

マニラマニラ
ホーチミンホーチミン

クアラルンプールクアラルンプール
シンガポールシンガポール

バンコクバンコク

ジャカルタジャカルタ

関西関西 名古屋名古屋
羽田羽田

成田成田

ハノイハノイ

北京北京
大連大連

ソウルソウル

中国 13億人中国 13億人

日本 1.3億人日本 1.3億人

沖縄から
4時間圏内
沖縄から
4時間圏内

人口20億人の
巨大マーケットの中心

人口20億人の
巨大マーケットの中心

沖縄沖縄

ASEAN 6億人ASEAN 6億人

海外への販路拡大に
チャレンジしませんか？

県内生産者、
流通事業者等対 象 メリット

海外に販路を作ることで、販売量が拡大機会に
なるとともに、県内、県外、海外とリスク分散した
販路確保が可能

　平成21年の沖縄国際貨物ハブの誕生を機に、沖縄では海外進出の機運が高まっており、県で
は国際物流拠点形成に向けた支援メニューを用意しています。近年では100社もの県内メーカー
等が、県の助成を受けて海外へ渡航し商談を行う等、活発に展開しています。また、県の実施する
航空コンテナスペース事業では、５年前の事業開始時から昨年度までの間、月あたり国際航空貨
物量は55倍に伸びました。輸出に興味のある事業者の皆様、ぜひ一度お問い合わせください。

OKINAWA

SEOUL

FUKUOKA
OSAKA

TOKYO
QINGDAO

SHANGHAI

HONG KONG

TAIPEI

1. 海外渡航支援（１/２補助）
● 海外パートナーとの商談の
　 ための渡航費用補助
● 海外物産展や商談会参加の
　 ための渡航費用補助

海外での物産展等へ参加したい

2. イベント支援／
広告・販売促進支援

● 海外物産展における販売員の
　 人件費補助
● 什器リース料補助
● 宣伝用のチラシ作成費用補助　等

3. 海外流通事業者招聘支援
● 海外バイヤーの沖縄への
　 招聘費用補助

4. 商品改良
● パッケージの外国語表記
　 への変更
● 現地成分表示対応のための
　 検査費用

5. 航空コンテナスペース確保
● アジア主要都市への航空貨物便のコンテナを
　県が借上げ、事業者へ提供

《問い合わせ先》沖縄県商工労働部国際物流商業課 ☎098-866-2340
（公財）沖縄県産業振興公社 海外・ビジネス支援課 ☎098-859-6238

海外渡航支援、海外バイヤー招聘、海外でのイベント費用、航空コンテナ借上等
の支援メニューがある

 県経済及び県民生活の基盤を形成している
中小企業・小規模事業者を支援します

対 象 メリット
中小企業者の抱える様々な経営課題に対して、
中小企業支援機関の経営指導員や専門家の
支援が受けられる

中小企業者・
小規模事業者等

　県では平成20年に制定された「中小企業振興条例」に基づき、中小企業者その他の関係
者からの意見を取り入れた施策展開に努めています。県の主な中小企業支援策としては、
中小企業の新たな取り組み（経営革新）の支援、商工会・商工会議所や産業振興公社の相談
助言や専門家派遣、中小企業団体中央会の組合設立・運営支援、資金調達の円滑化を図る
沖縄県融資制度等多岐に亘っており、県と中小企業支援機関が連携して取り組んでいます。

《問い合わせ先》 沖縄県商工労働部中小企業支援課  ☎098-866-2343

知事を議長として、県の中小企業振興施策に関して、中小企業支援機関の意見を聴く、沖縄県中
小企業振興会議

商品を海外仕様に変更したい

プロモーション費用を確保したい 実際に輸出したい

現地で面談したバイヤーを沖縄に呼びたい

07 OKINAWA VENTURE STUDIO vol.41

〈
臨
時
特
別
企
画
〉

 
沖
縄
経
済
に
吹
く
　
　          

を
つ
か
め

追
い
風

〜
沖
縄
の
産
業
振
興・中
小
企
業
支
援
は
今
〜

連携 百景

　
株
式
会
社
レ
イ
企
画
は
、
産
官
学
連
携
に
よ

る
共
同
開
発
を
経
て
２
０
１
４
年
10
月
、
琉
球

ヘ
ナ
と
琉
球
藍
を
併
用
し
た
染
毛
剤
の
商
品
化

を
実
現
し
た
。
ヘ
ナ
は
、
イ
ン
ド
な
ど
の
熱
帯

地
域
に
自
生
す
る
低
木
。
葉
に
は
染
色
作
用
が

あ
り
、
頭
皮
や
毛
髪
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
い

天
然
素
材
の
染
毛
剤
と
し
て
普
及
し
て
い
る
。

今
回
レ
イ
企
画
が
商
品
化
し
た
染
毛
剤
「
白
髪

色
良
授
（
し
ら
が
し
ら
ず
）」
は
、
従
来
の
ヘ
ナ

染
め
で
は
二
度
染
め
が
必
要
で
放
置
時
間
も
長

く
か
か
る
と
こ
ろ
を
、
一
度
の
塗
布
で
、
か
つ

比
較
的
短
時
間
で
自
然
な
黒
褐
色
に
染
め
る
こ

と
が
で
き
る
画
期
的
な
も
の
だ
。

　
ヘ
ア
サ
ロ
ン
経
営
や
化
粧
品
の
企
画
販
売
を

行
う
レ
イ
企
画
の
代
表
取
締
役
、
中
村
は
る
美

さ
ん
が
、
ヘ
ナ
を
使
っ
た
商
品
開
発
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
始
め
た
の
は
８
年
前
。
市
販
の
染
毛

剤
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
た
客
に
ヘ
ナ

染
め
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
目
に
見
え
て
改
善
し

た
の
だ
と
い
う
。「
自
然
素
材
の
持
つ
力
を
改
め

て
実
感
し
、
モ
ズ
ク
エ
キ
ス
を
使
っ
た
頭
皮
ロ
ー

シ
ョ
ン
を
開
発
し
た
の
も
そ
の
頃
で
し
た
。
そ

の
後
、
あ
る
人
か
ら
一
本
の
ヘ
ナ
の
苗
木
を
譲

り
受
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
畑
を
借
り
て
ヘ

ナ
を
育
て
始
め
た
の
で
す
が
、
当
時
は
、
イ
ン

ド
産
と
比
べ
て
色
素
含
有
量
が
ど
う
か
、
収
穫

時
期
に
よ
っ
て
含
有
量
の
差
が
ど
う
な
る
か
な

代表取締役の中村は
る美さん。ユーザー
からの感謝や満足の
声を糧に、「いいもの
づくり」に情熱を傾け
ている

琉球ヘナの葉はポリ
フェノール含有量が
多く、頭皮のアンチエ
イジング効果も期待
できる

「白髪色良授（しらがしらず）」4本セット4,500円（税別）。気になる
白髪をこまめに部分染めできるよう、1カ月分を4本に小分けして
ある。添加物を最小限に抑えているため、冷凍保存が必要。10月24
日から３日間開催される沖縄の産業まつりにも出展予定だ

１ ～ 2月頃 に可 憐 な
花を咲かせる琉球藍

連携による新たな商品・サービスの実用化までの取り組みを紹介。

中核企業としての苦難を乗り越え、連携の力で長年の研究成果を商品化

一
本
の
苗
木
か
ら
始
ま
っ
た

髪
と
肌
に
優
し
い
白
髪
染
め
づ
く
り

商
品
価
値
を
よ
り
高
め
る
た
め

産
官
学
連
携
の
可
能
性
に
賭
け
る

研
究
成
果
を
つ
い
に
商
品
化

全
国
展
開
と
産
業
化
を
目
指
す

琉球ヘナと琉球藍を使用した
天然素材の染毛剤の開発

官
産
産
学

ど
、
そ
の
調
べ
方
が
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
初
は
ヘ
ナ
の
生
葉
の
乾
燥
温
度
を
試
験

す
る
た
め
食
品
加
工
業
者
に
協
力
を
依
頼
し
、

設
定
温
度
を
変
え
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
し
て
、第
一
段
階
と
し
て
粉
末
状
の『
琉

球
ヘ
ナ
』
を
商
品
化
し
、
発
売
に
至
っ
た
の
が

２
０
１
１
年
の
こ
と
で
し
た
」

　
し
か
し
、
ヘ
ナ
だ
け
で
染
め
る
と
オ
レ
ン
ジ

色
に
発
色
す
る
た
め
、
白
髪
染
め
に
す
る
に
は

藍
（
イ
ン
デ
ィ
ゴ
）
の
色
素
が
必
要
に
な
る
。

中
村
さ
ん
は
沖
縄
で
古
来
か
ら
工
芸
用
と
し
て

栽
培
さ
れ
て
き
た
琉
球
藍
に
注
目
。
沖
縄
県
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
様
々

な
文
献
を
参
考
に
何
度
も
試
験
を
繰
り
返
し
た

結
果
、
琉
球
藍
を
白
髪
染
め
に
活
用
す
る
独
自

の
方
法
を
同
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
確
立
し
た
。

２
０
１
２
年
に
は
琉
球
藍
の
製
法
と
保
存
法
に

関
す
る
特
許
出
願
も
果
た
す
。

　
そ
ん
な
中
、
中
村
さ
ん
は
「
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー

に
選
ば
れ
る
白
髪
染
め
を
目
指
す
に
は
、
商
品

力
の
裏
付
け
と
な
る
デ
ー
タ
が
ま
だ
不
足
し
て

い
る
の
で
は
」
と
考
え
た
と
い
う
。「
そ
れ
な
ら

ば
、
専
門
知
識
や
技
術
を
持
つ
と
こ
ろ
と
連
携

体
制
を
作
っ
て
は
、
と
の
助
言
を
受
け
、
産
学

連
携
事
業
を
支
援
す
る
『
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
推
進
事
業
』
に
応
募
し
、

無
事
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
」

　
連
携
共
同
体
に
は
専
門
機
械
を
持
つ
株
式
会

社
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
を
研
究
企
業
と
し
て
迎
え
、

エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
る
デ
ー
タ
の
抽
出
を
依
頼
。

色
素
含
有
量
や
成
分
な
ど
の
分
析
結
果
が
示
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
、
今
度
は
本
格
的
な
製
造
に
向

け
て
連
携
の
再
編
が
図
ら
れ
た
。
２
年
目
か
ら

は
化
粧
品
製
造
の
実
績
が
豊
富
な
有
限
会
社
カ

ミ
ヤ
マ
美
研
が
参
画
。
さ
ら
に
染
毛
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
解
明
に
向
け
た
研
究
や
試
験
な
ど
の
担
当

と
し
て
琉
球
大
学
農
学
部
も
連
携
体
に
加
わ
っ

た
（
上
図
参
照
）。

　「
量
産
に
向
け
て
最
後
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
の

は
、
藍
の
加
工
で
し
た
。
ヘ
ナ
よ
り
も
工
程
が

煩
雑
で
、
管
理
が
思
い
の
ほ
か
大
変
だ
っ
た
の

で
す
。
で
も
『
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
、
そ
の
先

は
見
え
て
こ
な
い
』
と
み
ん
な
を
勇
気
づ
け
な

が
ら
、
よ
う
や
く
10
月
の
発
売
に
こ
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
連
携
に
よ
る
商
品
開
発
の
利
点
と
難
し
さ
に

つ
い
て
、
中
村
さ
ん
は
「
連
携
せ
ず
に
一
人
で

や
っ
て
い
れ
ば
経
験
せ
ず
に
済
ん
だ
苦
労
も
あ

り
ま
す
。
一
人
で
は
手
に
負
え
な
い
こ
と
が
連

携
に
よ
っ
て
実
現
可
能
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
。
し
か
し
、
異
分
野
の
連
携
体
は

参
画
の
動
機
や
目
標
が
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
、
中

核
企
業
が
ブ
レ
て
し
ま
う
と
、
わ
ず
か
な
ト
ラ

ブ
ル
や
試
練
で
大
き
く
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て

し
ま
う
。
私
の
場
合
は
ヘ
ナ
と
藍
を
何
と
し
て

も
産
業
化
し
た
い
、
何
が
な
ん
で
も
後
世
に
残

し
た
い
、
と
い
う
想
い
で
、
何
と
か
ブ
レ
ず
に

走
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
一
本
の
苗
木
か
ら
始
ま
っ
た
琉
球
ヘ
ナ
の
栽

培
は
、
本
島
南
部
の
契
約
農
家
の
元
で
１
万
本

に
ま
で
増
え
、
今
年
は
５
ト
ン
以
上
を
収
穫
し

た
。
琉
球
藍
は
本
部
の
琉
球
藍
保
存
会
に
属
す

る
生
産
農
家
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。「
ま
ず
は『
白

髪
色
良
授
』
を
全
国
へ
販
路
展
開
し
、
琉
球
ヘ

ナ
と
琉
球
藍
の
良
さ
を
広
め
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
沖
縄
の
気
候
風
土
が
育
ん
だ
琉
球
ヘ
ナ
と

琉
球
藍
の
栽
培
を
産
業
化
し
、
次
世
代
に
受
け

継
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」。
中

村
さ
ん
の
挑
戦
は
ま
さ
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

《連携概念図》

製造条件及び技術の
検討・商品化

研究企業
（株）バイオジェット

植物色素解析

中核企業

（株）レイ企画
●研究の統括
●商品開発の統括
●品質管理の把握

共同
開発・研究

共同
研究

原料提供

2011年～ 2011年～

2013年～
2012年

2013年～

研究機関
沖縄県工業技術
センター

試作機器、ノウハウ、技術、
サポート、助言、分析、評価

琉球大学農学部

分析
評価

情報交換

契約農家

協力企業
（有）カミヤマ美研

琉球ヘナ・琉球藍の
栽培

株式会社レイ企画
那覇市金城3-8-11 
ゆいビル1F
　  0120-678-601　
http://www.ray-plan.com

植物色素解析、
応用研究・技術
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Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
立
地
数・

雇
用
者
数
と
も
に
順
調
な
伸
び

　
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
（
う
る
ま
市
）
の
整

備
、
情
報
通
信
費
の
低
減
化
支
援
、
人
材
育
成

な
ど
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
沖
縄
県
内
へ
の

情
報
通
信
（
Ｉ
Ｔ
）
関
連
企
業
の
立
地
数
・
雇

用
者
数
が
７
年
間
で
倍
増
。
平
成
25
年
４
月
か

ら
は
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
内
で
ア
ジ
ア
Ｉ
Ｔ

研
修
セ
ン
タ
ー
、
９
月
に
は
情
報
通
信
機
器
検

証
拠
点
施
設
の
供
用
も
始
ま
り
、
平
成
25
年
度

の
立
地
企
業
数
は
３
０
１
社
、
雇
用
者
数
は
２

万
４
８
６
９
人
と
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

沖
縄
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る

拠
点
の
整
備
と
フ
ァ
ン
ド
の
組
成

　
沖
縄
な
ら
で
は
の
価
値
あ
る
も
の
づ
く

り
を
今
ま
で
以
上
に
推
進
す
る
た
め
の
取

り
組
み
も
多
角
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
平

成
25
年
７
月
に
は
沖
縄
バ
イ
オ
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
が
開
設
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

分
野
の
関
連
企
業
や
、
研
究
成
果
の
事
業

化
・
製
品
化
を
積
極
的
に
進
め
る
企
業
の
集

積
拠
点
と
し
て
、
様
々
な
支
援
を
提
供
し
て

い
る
。

　
ま
た
伝
統
工
芸
の
継
承
・
発
展
に
向
け
て

は
、
平
成
29
年
度
に
完
成
予
定
の
「
沖
縄
工

芸
産
業
振
興
拠
点
施
設
（
仮
称
：
工
芸
の

杜
）
」
の
整
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。
沖
縄
の
工

芸
産
業
の
人
材
育
成
、
研
究
開
発
、
情
報
発

信
、
交
流
、
体
験
、
展
示
・
販
売
等
の
拠
点

と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
平
成
26
年
11
月
に
は
県
と
地
元

金
融
機
関
の
共
同
出
資
で
有
限
責
任
事
業
組

合
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）
が
設
立
さ
れ
、
約
15
億
円
規

模
の
「
沖
縄
中
小
も
の
づ
く
り
企
業
競
争
力

強
化
フ
ァ
ン
ド
（
仮
称
）
」
が
組
ま
れ
る
。
今

後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る
県
内
の
も
の
づ
く

り
企
業
を
、
資
金
調
達
と
経
営
支
援
の
両
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
沖
縄
の
製
造
業
の
振
興

を
図
っ
て
い
く
の
が
狙
い
だ
。

完
全
失
業
率
が
大
幅
に
改
善

雇
用
の
量
と
質
の
さ
ら
な
る
向
上
へ

　
企
業
誘
致
な
ど
の
雇
用
創
出
が
功
を
奏

し
、
完
全
失
業
率
は
平
成
25
年
の
10
月
か
ら

５
カ
月
連
続
で
４
％
台
を
維
持
（
年
平
均

５
・
７
％
）。
全
国
水
準
ま
で
約
１
％
台
に

迫
っ
た
。
有
効
求
人
倍
率
も
平
成
25
年
11
月
か

ら
８
カ
月
連
続
で
０
・
６
倍
、
平
成
26
年
８
月

に
は
復
帰
後
初
と
な
る
０
・
７
倍
台
を
記
録
す

る
な
ど
、
沖
縄
の
雇
用
情
勢
は
大
幅
な
改
善
傾

向
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
今
後
も
全
国
水
準
へ
の
到
達
を
目
指
し
、
失

業
率
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
う

一
方
、
就
業
者
の
定
着
率
を
高
め
る
な
ど
「
雇

用
の
質
」
を
向
上
さ
せ
る
企
業
向
け
支
援
も
充

実
さ
せ
て
い
く
方
針
だ
。
平
成
26
年
９
月
か
ら

は
沖
縄
の
産
業
や
仕
事
の
魅
力
を
発
信
す
る

テ
レ
ビ
番
組
「
ジ
ョ
ブ
魂
〜
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｔ
Ａ
Ｍ

Ａ
」
の
放
送
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
沖
縄
の
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
の
び
の
び
と
仕
事
に
取

り
組
み
、
個
々
の
持
ち
味
と
能
力
を
十
二
分
に

発
揮
で
き
る
環
境
整
備
が
進
む
こ
と
は
、
沖
縄

の
経
済
発
展
の
確
か
な
土
台
と
な
る
だ
ろ
う
。

税
の
優
遇
や
公
庫
の
融
資
を
活
用
で
き
る

「
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
制
度
」が
改
正

　
県
内
の
景
気
動
向
が
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に

あ
る
中
、
企
業
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
も
業
種

別
・
規
模
別
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
は
増
加
の
見
通
し
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
平
成
26
年
度
の
改
正
で
さ
ら
に

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
の
が
「
産
業
高
度
化
・

事
業
革
新
促
進
地
域
制
度
（
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
制
度
）
」
だ
。
こ
れ
は
、
対
象
と
な
る

業
種
の
県
内
企
業
が
、
建
物
や
機
械
・
装
置
・

器
具
な
ど
の
設
備
を
新
増
設
す
る
際
、
実
施
計

画
の
認
定
を
受
け
た
上
で
、
国
税
・
地
方
税
の

優
遇
措
置
や
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
融
資

制
度
を
活
用
で
き
る
と
い
う
も
の
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
新
増
設
を
行
う
設
備

の
下
限
取
得
価
額
が
５
０
０
万
円
か
ら
１
０
０

万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
小
規
模
な
設
備
強

化
も
申
請
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

認
定
件
数
は
平
成
24
年
度
が
27
件
、
続
く
25

年
度
は
53
件
と
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
26
年

度
も
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い

る
と
い
う
。
対
象
地
域
は
県
内
の
全
市
町
村

で
、
個
人
事
業
主
か
ら
大
企
業
ま
で
規
模
も

問
わ
な
い
。
設
備
増
強
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
県
内
事
業
者
に
は
具
体
的
な
計
画
を
検
討

す
る
好
機
と
捉
え
て
ほ
し
い
。

◇
◇
◇
◇
◇

　
沖
縄
経
済
に
吹
く
追
い
風
。
県
内
事
業
者

に
は
こ
の
追
い
風
を
む
し
ろ
「
鍛
錬
の
時
」
と

捉
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
基

礎
体
力
を
つ
け
る
好
機
と
考
え
て
ほ
し
い
。

風
向
き
が
変
わ
り
、
向
か
い
風
に
な
っ
た
時

に
も
前
進
し
て
い
け
る
体
力
を
、
沖
縄
全
体

で
向
上
さ
せ
る
。
そ
の
先
に
こ
そ
、
本
当
の

「
自
立
型
経
済
」
が
も
た
ら
す
恩
恵
が
待
っ

て
い
る
の
だ
。

■ IT関連企業誘致の推移

アジアIT研修センター（2013年4月供用開始）

工芸の杜（仮称）完成イメージ沖縄バイオ産業振興センター（2013年7月供用開始）

■ 国際海底ケーブル
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5,000

0

雇用者数（人）企業数（社）

H18

11,397

126126 160160 194194 202202 216216 237237 263263 301301

14,786
16,317

18,075
20,212

21,758
23,741

24,869

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

立地企業数

雇用者数が倍増

香港
沖縄

首都圏

シンガポール アジア情報通信ハブ形成促進事業

沖縄国際情報通信基盤（海底光ケーブル）

即設通信回線

今回設備回線

★

クラウド環境の構築
（アジア情報通信ハブの形成に向けた基盤整備）

対 象 メリット
沖縄をデータのバックアップやアジ
ア向けコンテンツ配信の拠点として
活用できる

　情報通信関連産業を、リーディング産業としてより一層発展させるため、沖縄クラウド
データセンター（仮称）や、県内データセンター間ネットワーク、国際海底ケーブルネット
ワークの3整備事業に取り組んでいます。
　高度な情報通信基盤を提供することで、付加価値の高い新たなビジネスを創出する環境
が整い、県内情報通信関連産業の高度化・多様化・活性化の促進が期待されます。

《問い合わせ先》 沖縄県商工労働部情報産業振興課  ☎098-866-2503

県が整備したクラウド
基盤等を活用する企業

沖縄のものづくり産業振興を
支援するファンドを設立します
対 象 メリット

無担保・無保証の長期資金を調達
でき、事業展開を加速できるほ
か、手厚い経営支援が受けられる

本県においてものづくりに関する
事業を行う事業者又はものづくりと
密接に関連する事業を行う事業者

　沖縄のものづくり企業の競争力を強化するため、県内金融機関と連携して有限責任事業
組合（ＬＬＰ）を設立し、約１５億円規模のファンドを組成します。同ファンドにおいて、中小もの
づくり企業に対して株式取得等による投資事業を行い、金融機関のコンサルティング機能
を生かした投資先企業への経営支援を実施することで、企業の成長を促進します。
　株式公開を前提としない企業も支援対象とし、企業やオーナーによる株式買い戻しによ
る出口を設定します。

《問い合わせ先》 沖縄県商工労働部ものづくり振興課  ☎098-866-2337

３事業を一つのパッケージと
して整備することで、高度な
クラウド環境が構築される

沖縄中小ものづくり企業
競争力強化ファンド(仮称)

有限責任組合員（ＬＰ）

利益分配

経営支援

分配
出資

投資

投資先企業

ものづくり
企 業約15億円

産業振興
公社

県内金融
機関

企業の
成長

沖縄クラウドＤＣ沖縄クラウドＤＣ
ＩＴ津梁パークＩＴ津梁パーク

浦添ＤＣ浦添ＤＣ

宜野座ＤＣ宜野座ＤＣ

名護ＤＣ名護ＤＣ

ＧＩＸ
回線

ＧＩＸ
回線

東京東京

香港香港

シンガポールシンガポール

沖縄国際
通信ネットワーク
（県外・海外基盤）

海底ケーブル
NW整備

事業3

沖縄クラウド
ネットワーク
（県内基盤）

県内NW
整備

事業2

● 沖縄クラウドデータセンター
● クラウド共通基盤システム
● クラウド先行モデル事業

DC整備
事業1

クラウド環境の完成
OISTOIST

■ 有限責任事業組合（LLP）の事業実施スキーム
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《臨時特別企画》沖縄経済に吹く「追い風」をつかめ ～沖縄の産業振興・中小企業支援は今～

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
立
地
数・

雇
用
者
数
と
も
に
順
調
な
伸
び

　
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
（
う
る
ま
市
）
の
整

備
、
情
報
通
信
費
の
低
減
化
支
援
、
人
材
育
成

な
ど
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
沖
縄
県
内
へ
の

情
報
通
信
（
Ｉ
Ｔ
）
関
連
企
業
の
立
地
数
・
雇

用
者
数
が
７
年
間
で
倍
増
。
平
成
25
年
４
月
か

ら
は
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
内
で
ア
ジ
ア
Ｉ
Ｔ

研
修
セ
ン
タ
ー
、
９
月
に
は
情
報
通
信
機
器
検

証
拠
点
施
設
の
供
用
も
始
ま
り
、
平
成
25
年
度

の
立
地
企
業
数
は
３
０
１
社
、
雇
用
者
数
は
２

万
４
８
６
９
人
と
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

沖
縄
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る

拠
点
の
整
備
と
フ
ァ
ン
ド
の
組
成

　
沖
縄
な
ら
で
は
の
価
値
あ
る
も
の
づ
く

り
を
今
ま
で
以
上
に
推
進
す
る
た
め
の
取

り
組
み
も
多
角
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
平

成
25
年
７
月
に
は
沖
縄
バ
イ
オ
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
が
開
設
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

分
野
の
関
連
企
業
や
、
研
究
成
果
の
事
業

化
・
製
品
化
を
積
極
的
に
進
め
る
企
業
の
集

積
拠
点
と
し
て
、
様
々
な
支
援
を
提
供
し
て

い
る
。

　
ま
た
伝
統
工
芸
の
継
承
・
発
展
に
向
け
て

は
、
平
成
29
年
度
に
完
成
予
定
の
「
沖
縄
工

芸
産
業
振
興
拠
点
施
設
（
仮
称
：
工
芸
の

杜
）
」
の
整
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。
沖
縄
の
工

芸
産
業
の
人
材
育
成
、
研
究
開
発
、
情
報
発

信
、
交
流
、
体
験
、
展
示
・
販
売
等
の
拠
点

と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
平
成
26
年
11
月
に
は
県
と
地
元

金
融
機
関
の
共
同
出
資
で
有
限
責
任
事
業
組

合
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）
が
設
立
さ
れ
、
約
15
億
円
規

模
の
「
沖
縄
中
小
も
の
づ
く
り
企
業
競
争
力

強
化
フ
ァ
ン
ド
（
仮
称
）
」
が
組
ま
れ
る
。
今

後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る
県
内
の
も
の
づ
く

り
企
業
を
、
資
金
調
達
と
経
営
支
援
の
両
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
沖
縄
の
製
造
業
の
振
興

を
図
っ
て
い
く
の
が
狙
い
だ
。

完
全
失
業
率
が
大
幅
に
改
善

雇
用
の
量
と
質
の
さ
ら
な
る
向
上
へ

　
企
業
誘
致
な
ど
の
雇
用
創
出
が
功
を
奏

し
、
完
全
失
業
率
は
平
成
25
年
の
10
月
か
ら

５
カ
月
連
続
で
４
％
台
を
維
持
（
年
平
均

５
・
７
％
）。
全
国
水
準
ま
で
約
１
％
台
に

迫
っ
た
。
有
効
求
人
倍
率
も
平
成
25
年
11
月
か

ら
８
カ
月
連
続
で
０
・
６
倍
、
平
成
26
年
８
月

に
は
復
帰
後
初
と
な
る
０
・
７
倍
台
を
記
録
す

る
な
ど
、
沖
縄
の
雇
用
情
勢
は
大
幅
な
改
善
傾

向
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
今
後
も
全
国
水
準
へ
の
到
達
を
目
指
し
、
失

業
率
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
う

一
方
、
就
業
者
の
定
着
率
を
高
め
る
な
ど
「
雇

用
の
質
」
を
向
上
さ
せ
る
企
業
向
け
支
援
も
充

実
さ
せ
て
い
く
方
針
だ
。
平
成
26
年
９
月
か
ら

は
沖
縄
の
産
業
や
仕
事
の
魅
力
を
発
信
す
る

テ
レ
ビ
番
組
「
ジ
ョ
ブ
魂
〜
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｔ
Ａ
Ｍ

Ａ
」
の
放
送
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
沖
縄
の
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
の
び
の
び
と
仕
事
に
取

り
組
み
、
個
々
の
持
ち
味
と
能
力
を
十
二
分
に

発
揮
で
き
る
環
境
整
備
が
進
む
こ
と
は
、
沖
縄

の
経
済
発
展
の
確
か
な
土
台
と
な
る
だ
ろ
う
。

税
の
優
遇
や
公
庫
の
融
資
を
活
用
で
き
る

「
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
制
度
」が
改
正

　
県
内
の
景
気
動
向
が
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に

あ
る
中
、
企
業
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
も
業
種

別
・
規
模
別
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
は
増
加
の
見
通
し
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
平
成
26
年
度
の
改
正
で
さ
ら
に

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
の
が
「
産
業
高
度
化
・

事
業
革
新
促
進
地
域
制
度
（
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
制
度
）
」
だ
。
こ
れ
は
、
対
象
と
な
る

業
種
の
県
内
企
業
が
、
建
物
や
機
械
・
装
置
・

器
具
な
ど
の
設
備
を
新
増
設
す
る
際
、
実
施
計

画
の
認
定
を
受
け
た
上
で
、
国
税
・
地
方
税
の

優
遇
措
置
や
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
融
資

制
度
を
活
用
で
き
る
と
い
う
も
の
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
新
増
設
を
行
う
設
備

の
下
限
取
得
価
額
が
５
０
０
万
円
か
ら
１
０
０

万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
小
規
模
な
設
備
強

化
も
申
請
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

認
定
件
数
は
平
成
24
年
度
が
27
件
、
続
く
25

年
度
は
53
件
と
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
26
年

度
も
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い

る
と
い
う
。
対
象
地
域
は
県
内
の
全
市
町
村

で
、
個
人
事
業
主
か
ら
大
企
業
ま
で
規
模
も

問
わ
な
い
。
設
備
増
強
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
県
内
事
業
者
に
は
具
体
的
な
計
画
を
検
討

す
る
好
機
と
捉
え
て
ほ
し
い
。

◇
◇
◇
◇
◇

　
沖
縄
経
済
に
吹
く
追
い
風
。
県
内
事
業
者

に
は
こ
の
追
い
風
を
む
し
ろ
「
鍛
錬
の
時
」
と

捉
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
基

礎
体
力
を
つ
け
る
好
機
と
考
え
て
ほ
し
い
。

風
向
き
が
変
わ
り
、
向
か
い
風
に
な
っ
た
時

に
も
前
進
し
て
い
け
る
体
力
を
、
沖
縄
全
体

で
向
上
さ
せ
る
。
そ
の
先
に
こ
そ
、
本
当
の

「
自
立
型
経
済
」
が
も
た
ら
す
恩
恵
が
待
っ

て
い
る
の
だ
。

産業振興のための特別措置（うちなーびけーん）
税の優遇措置が大幅に拡充されるなど、活用しやすくなり、さらに広く企業、人、投資を

呼び込む制度になりました。
経済金融活性化特別地区（名護市）
金融業に加え、製造業、宿泊業、農業など多様な産業が対象
国際物流拠点産業集積地域
製造業、倉庫業などに加え、航空機整備業も対象となりました。

（那覇市、浦添市、豊見城市、宜野湾市、糸満市、うるま・沖縄地区）
観光地形成促進地域（県内全域）
産業高度化・事業革新促進地域（県内全域）
情報通信産業振興地域（県内24市町村）
情報通信産業特別地区（那覇市、浦添市、名護市、宜野座村、うるま市）

●

●

●

●

●

●

これらの制度では、一定要件のもと、
所得控除や投資税額控除等の税の優遇
措置が受けられます。

地理的不利性を解消する
ための税の軽減措置

産業の振興や県民生活の向上
のため、航空機燃料税の軽減

（本土沖縄路線に加え離島路
線へ拡充）、石油石炭税の免
税、揮発油税等の軽減などの
措置がなされています。

名護市

宜野湾市宜野湾市
浦添市浦添市

那覇市那覇市

豊見城市豊見城市

糸満市糸満市

経済金融活性化特別地区

国際物流拠点産業集積地域

うるま・
沖縄地区

創 設

業種・地域拡大

■ 沖縄の特区制度・税制度

■ 失業率改善の推移
650,000
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9
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完全失業率（％）就業者数（人）

597,000597,000 592,000592,000

600,000600,000
617,000617,000

619,000619,000
622,000622,000 627,000627,000

642,000642,000

5.7

6.8
7.1

7.67.57.47.4
7.7

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

7 年で約 5 万人
雇用創出！

完全失業率が
大幅に改善！

ジョブ魂（JOBTAMA）2014年9月6日から放送開始

 沖縄県人材育成企業認証制度により、
企業の人材育成を支援します
対 象 メリット

認証取得に向けた支援を受け、
認証取得後は、人材育成に優れ
た企業として認知される

県内企業、または県外企業の
県内事業所

　県では、昨年11月に全国初の人材育成企業認証制度を創設しました。従業員が働きがい
を感じ、スキルアップとキャリア形成を行うことができるように、企業の人材育成を促し、優
れた人材育成の取組みを行う企業を認証します。
　人材育成の手法等を修得するための経営者・人事責任者向け講座や、専門家の企業派遣
など、様々な支援施策があります。詳細は、県雇用政策課ＨＰにてご確認下さい。

《問い合わせ先》 沖縄県商工労働部雇用政策課  ☎098-866-2324

平成26年3月に、制度創設後初となる認証企業を3社決定し、認証書を授与した

県内全域で活用できる税制優遇措置が
さらに拡充されました！

対 象 メリット
国税、地方税の優遇措置を受けること
ができるほか、沖縄振興開発金融公庫
の融資制度を活用することができる

沖縄県内で製造業、卸売業
など１６業種を営む企業

産業イノベーション制度は、製造業を始めとする県内企業等の
 ① 製品の開発力や生産技術の向上（産業高度化）
 ② 地域資源を活用した新事業の創出や需要の開拓（事業革新）
を促進することにより、沖縄県の産業振興に寄与することを目的としています。制度を活用す
るには、対象業種の企業が実施計画を作成し、沖縄県知事の認定を受けることが必要です。

《問い合わせ先》

■ 産業イノベーション制度の概要
製造業、道路貨物運送業、倉庫業、こん包業、卸売業、機械修理業、非破壊検査業、
デザイン業、経営コンサルタント業、機械設計業、エンジニアリング業、
自然科学研究所、電気業、商品検査業、計量証明業、研究開発支援検査分析業

1.対象業種

2.税制上の優遇措置 優遇項目 優遇措置の概要

国税

地方税

投資税額控除

特別償却

事業税の課税免除

不動産取得税の課税免除

固定資産税の課税免除

事業所税の課税免除

　  15％
 8%

機械及び装置、器具及び備品
建物及びその付属設備

 34％
 20%

（取得価額： 100万円超）
（取得価額： 1,000万円超）
（取得価額： 100万円超）
（取得価額： 1,000万円超）

機械及び装置、器具及び備品
建物及びその付属設備

事業税を一部課税免除（５年間）

不動産取得税を一部課税免除

固定資産税を一部課税免除（５年間）

事業所税を一部課税免除（５年間）【那覇市のみ】

※ 投資税額控除は、法人税
の20％限度、繰越４年、
取得額の上限は20億円
です。

※ 機械修理業、非破壊検査
業は、対象外となります。

3.申請手続き

① 事前相談
まずは、（公財）沖
縄県産業振興公社
にご相談ください。

② 実施計画の作成
（公財）沖縄県産業
振興公社にご相談
のうえ、実施計画
書を作成してくだ
さい。

③ 実施計画の提出・事前審査
作成した事業計画書は、（公
財）沖縄県産業振興公社に
提出してください。

（公財）沖縄県産業振興公
社で事前審査を行います。

④ 実施計画の審査・認定
（公財）沖縄県産業振興
公社で事前審査を行った
後、沖縄県で認定の可否
を判断します。

沖縄県商工労働部企業立地推進課 ☎098-866-2770
（公財）沖縄県産業振興公社 経営支援課 ☎098-859-6237

〈
臨
時
特
別
企
画
〉に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

沖
縄
県
商
工
労
働
部  

産
業
政
策
課

☎
0
9
8-

8
6
6-

2
3
3
0

担
当
：
親
富
祖
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Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
立
地
数・

雇
用
者
数
と
も
に
順
調
な
伸
び

　
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
（
う
る
ま
市
）
の
整

備
、
情
報
通
信
費
の
低
減
化
支
援
、
人
材
育
成

な
ど
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
沖
縄
県
内
へ
の

情
報
通
信
（
Ｉ
Ｔ
）
関
連
企
業
の
立
地
数
・
雇

用
者
数
が
７
年
間
で
倍
増
。
平
成
25
年
４
月
か

ら
は
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
内
で
ア
ジ
ア
Ｉ
Ｔ

研
修
セ
ン
タ
ー
、
９
月
に
は
情
報
通
信
機
器
検

証
拠
点
施
設
の
供
用
も
始
ま
り
、
平
成
25
年
度

の
立
地
企
業
数
は
３
０
１
社
、
雇
用
者
数
は
２

万
４
８
６
９
人
と
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

沖
縄
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る

拠
点
の
整
備
と
フ
ァ
ン
ド
の
組
成

　
沖
縄
な
ら
で
は
の
価
値
あ
る
も
の
づ
く

り
を
今
ま
で
以
上
に
推
進
す
る
た
め
の
取

り
組
み
も
多
角
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
平

成
25
年
７
月
に
は
沖
縄
バ
イ
オ
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
が
開
設
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

分
野
の
関
連
企
業
や
、
研
究
成
果
の
事
業

化
・
製
品
化
を
積
極
的
に
進
め
る
企
業
の
集

積
拠
点
と
し
て
、
様
々
な
支
援
を
提
供
し
て

い
る
。

　
ま
た
伝
統
工
芸
の
継
承
・
発
展
に
向
け
て

は
、
平
成
29
年
度
に
完
成
予
定
の
「
沖
縄
工

芸
産
業
振
興
拠
点
施
設
（
仮
称
：
工
芸
の

杜
）
」
の
整
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。
沖
縄
の
工

芸
産
業
の
人
材
育
成
、
研
究
開
発
、
情
報
発

信
、
交
流
、
体
験
、
展
示
・
販
売
等
の
拠
点

と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
平
成
26
年
11
月
に
は
県
と
地
元

金
融
機
関
の
共
同
出
資
で
有
限
責
任
事
業
組

合
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）
が
設
立
さ
れ
、
約
15
億
円
規

模
の
「
沖
縄
中
小
も
の
づ
く
り
企
業
競
争
力

強
化
フ
ァ
ン
ド
（
仮
称
）
」
が
組
ま
れ
る
。
今

後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る
県
内
の
も
の
づ
く

り
企
業
を
、
資
金
調
達
と
経
営
支
援
の
両
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
沖
縄
の
製
造
業
の
振
興

を
図
っ
て
い
く
の
が
狙
い
だ
。

完
全
失
業
率
が
大
幅
に
改
善

雇
用
の
量
と
質
の
さ
ら
な
る
向
上
へ

　
企
業
誘
致
な
ど
の
雇
用
創
出
が
功
を
奏

し
、
完
全
失
業
率
は
平
成
25
年
の
10
月
か
ら

５
カ
月
連
続
で
４
％
台
を
維
持
（
年
平
均

５
・
７
％
）。
全
国
水
準
ま
で
約
１
％
台
に

迫
っ
た
。
有
効
求
人
倍
率
も
平
成
25
年
11
月
か

ら
８
カ
月
連
続
で
０
・
６
倍
、
平
成
26
年
８
月

に
は
復
帰
後
初
と
な
る
０
・
７
倍
台
を
記
録
す

る
な
ど
、
沖
縄
の
雇
用
情
勢
は
大
幅
な
改
善
傾

向
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
今
後
も
全
国
水
準
へ
の
到
達
を
目
指
し
、
失

業
率
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
う

一
方
、
就
業
者
の
定
着
率
を
高
め
る
な
ど
「
雇

用
の
質
」
を
向
上
さ
せ
る
企
業
向
け
支
援
も
充

実
さ
せ
て
い
く
方
針
だ
。
平
成
26
年
９
月
か
ら

は
沖
縄
の
産
業
や
仕
事
の
魅
力
を
発
信
す
る

テ
レ
ビ
番
組
「
ジ
ョ
ブ
魂
〜
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｔ
Ａ
Ｍ

Ａ
」
の
放
送
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
沖
縄
の
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
の
び
の
び
と
仕
事
に
取

り
組
み
、
個
々
の
持
ち
味
と
能
力
を
十
二
分
に

発
揮
で
き
る
環
境
整
備
が
進
む
こ
と
は
、
沖
縄

の
経
済
発
展
の
確
か
な
土
台
と
な
る
だ
ろ
う
。

税
の
優
遇
や
公
庫
の
融
資
を
活
用
で
き
る

「
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
制
度
」が
改
正

　
県
内
の
景
気
動
向
が
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に

あ
る
中
、
企
業
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
も
業
種

別
・
規
模
別
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
は
増
加
の
見
通
し
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
平
成
26
年
度
の
改
正
で
さ
ら
に

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
の
が
「
産
業
高
度
化
・

事
業
革
新
促
進
地
域
制
度
（
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
制
度
）
」
だ
。
こ
れ
は
、
対
象
と
な
る

業
種
の
県
内
企
業
が
、
建
物
や
機
械
・
装
置
・

器
具
な
ど
の
設
備
を
新
増
設
す
る
際
、
実
施
計

画
の
認
定
を
受
け
た
上
で
、
国
税
・
地
方
税
の

優
遇
措
置
や
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
融
資

制
度
を
活
用
で
き
る
と
い
う
も
の
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
新
増
設
を
行
う
設
備

の
下
限
取
得
価
額
が
５
０
０
万
円
か
ら
１
０
０

万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
小
規
模
な
設
備
強

化
も
申
請
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

認
定
件
数
は
平
成
24
年
度
が
27
件
、
続
く
25

年
度
は
53
件
と
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
26
年

度
も
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い

る
と
い
う
。
対
象
地
域
は
県
内
の
全
市
町
村

で
、
個
人
事
業
主
か
ら
大
企
業
ま
で
規
模
も

問
わ
な
い
。
設
備
増
強
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
県
内
事
業
者
に
は
具
体
的
な
計
画
を
検
討

す
る
好
機
と
捉
え
て
ほ
し
い
。

◇
◇
◇
◇
◇

　
沖
縄
経
済
に
吹
く
追
い
風
。
県
内
事
業
者

に
は
こ
の
追
い
風
を
む
し
ろ
「
鍛
錬
の
時
」
と

捉
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
基

礎
体
力
を
つ
け
る
好
機
と
考
え
て
ほ
し
い
。

風
向
き
が
変
わ
り
、
向
か
い
風
に
な
っ
た
時

に
も
前
進
し
て
い
け
る
体
力
を
、
沖
縄
全
体

で
向
上
さ
せ
る
。
そ
の
先
に
こ
そ
、
本
当
の

「
自
立
型
経
済
」
が
も
た
ら
す
恩
恵
が
待
っ

て
い
る
の
だ
。

■ IT関連企業誘致の推移

アジアIT研修センター（2013年4月供用開始）

工芸の杜（仮称）完成イメージ沖縄バイオ産業振興センター（2013年7月供用開始）

■ 国際海底ケーブル
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立地企業数

雇用者数が倍増

香港
沖縄

首都圏

シンガポール アジア情報通信ハブ形成促進事業

沖縄国際情報通信基盤（海底光ケーブル）

即設通信回線

今回設備回線

★

クラウド環境の構築
（アジア情報通信ハブの形成に向けた基盤整備）

対 象 メリット
沖縄をデータのバックアップやアジ
ア向けコンテンツ配信の拠点として
活用できる

　情報通信関連産業を、リーディング産業としてより一層発展させるため、沖縄クラウド
データセンター（仮称）や、県内データセンター間ネットワーク、国際海底ケーブルネット
ワークの3整備事業に取り組んでいます。
　高度な情報通信基盤を提供することで、付加価値の高い新たなビジネスを創出する環境
が整い、県内情報通信関連産業の高度化・多様化・活性化の促進が期待されます。

《問い合わせ先》 沖縄県商工労働部情報産業振興課  ☎098-866-2503

県が整備したクラウド
基盤等を活用する企業

沖縄のものづくり産業振興を
支援するファンドを設立します
対 象 メリット

無担保・無保証の長期資金を調達
でき、事業展開を加速できるほ
か、手厚い経営支援が受けられる

本県においてものづくりに関する
事業を行う事業者又はものづくりと
密接に関連する事業を行う事業者

　沖縄のものづくり企業の競争力を強化するため、県内金融機関と連携して有限責任事業
組合（ＬＬＰ）を設立し、約１５億円規模のファンドを組成します。同ファンドにおいて、中小もの
づくり企業に対して株式取得等による投資事業を行い、金融機関のコンサルティング機能
を生かした投資先企業への経営支援を実施することで、企業の成長を促進します。
　株式公開を前提としない企業も支援対象とし、企業やオーナーによる株式買い戻しによ
る出口を設定します。

《問い合わせ先》 沖縄県商工労働部ものづくり振興課  ☎098-866-2337

３事業を一つのパッケージと
して整備することで、高度な
クラウド環境が構築される

沖縄中小ものづくり企業
競争力強化ファンド(仮称)

有限責任組合員（ＬＰ）

利益分配

経営支援

分配
出資

投資

投資先企業

ものづくり
企 業約15億円

産業振興
公社

県内金融
機関

企業の
成長

沖縄クラウドＤＣ沖縄クラウドＤＣ
ＩＴ津梁パークＩＴ津梁パーク

浦添ＤＣ浦添ＤＣ

宜野座ＤＣ宜野座ＤＣ

名護ＤＣ名護ＤＣ

ＧＩＸ
回線

ＧＩＸ
回線

東京東京

香港香港

シンガポールシンガポール

沖縄国際
通信ネットワーク
（県外・海外基盤）

海底ケーブル
NW整備

事業3

沖縄クラウド
ネットワーク
（県内基盤）

県内NW
整備

事業2

● 沖縄クラウドデータセンター
● クラウド共通基盤システム
● クラウド先行モデル事業

DC整備
事業1

クラウド環境の完成
OISTOIST

■ 有限責任事業組合（LLP）の事業実施スキーム
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AD

公
共
交
通
を
も
っ
と
使
い
や
す
く

「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
に
か
け
る
想
い

　
平
成
19
年
か
ら
始
ま
っ
た
沖
縄
県
公
共
交
通

活
性
化
推
進
協
議
会
の
中
で
、
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
バ
ス
の
利
便
性
向
上
で
す
。
国
道
58
号

の
バ
ス
レ
ー
ン
を
延
長
し
、
そ
こ
に
基
幹
バ

ス
を
走
ら
せ
て
公
共
交
通
全
体
を
活
性
化
し

よ
う
、
と
い
う
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
バ
ス
と
モ
ノ
レ
ー
ル
共
通
の
Ｉ
Ｃ
乗
車

券
の
導
入
が
話
し
合
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
導
入
に
よ
り
、
様
々
な
面
で

便
利
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
シ
ス

テ
ム
開
発
や
機
器
類
の
調
達
な
ど
含
め
て
数
十

億
円
単
位
で
の
膨
大
な
投
資
額
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
沖
縄
の
交
通
事
業
者
に
と
っ
て

は
容
易
で
は
な
い
こ
と
で
、
み
ん
な
躊
躇
し
て

い
た
の
で
す
が
、
今
回
沖
縄
県
が
一
括
交
付
金

を
活
用
し
て
８
割
補
助
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
県
内

企
業
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
力
添

え
も
あ
っ
て
、
い
よ
い
よ
実
行
す
る
と
こ
ろ
ま

で
至
り
ま
し
た
。

　
他
県
で
は
こ
の
よ
う
な
事
例
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
こ
も
交
通
事

業
者
が
自
分
た
ち
で

一
生
懸
命
資
金
を
集

め
て
運
営
し
て
い

る
。
沖
縄
は
公
共
交

通
の
活
性
化
と
い
う

こ
と
で
、
県
が
こ
こ

ま
で
後
押
し
し
て
く

れ
る
。
こ
れ
は
何
と

し
て
も
成
功
さ
せ
な

い
と
い
け
な
い
で
す
。

サ
イ
バ
ネ
系
か
、
非
サ
イ
バ
ネ
系
か

熟
慮
の
末
の
決
断
を
支
え
た
も
の

　
運
用
開
始
に
向
け
て
は
、
県
内
の
交
通
事
業

者
が
参
加
す
る
Ｉ
Ｃ
導
入
検
討
委
員
会
で
い
ろ

い
ろ
決
め
ご
と
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
一
括
交

付
金
を
使
う
大
き
な
事
業
で
す
か
ら
、
沖
縄
県

民
に
と
っ
て
の
利
便
性
と
将
来
的
な
メ
リ
ッ

ト
、
そ
し
て
沖
縄
の
事
業
者
に
と
っ
て
実
現
か

つ
持
続
可
能
な
形
態
、
こ
れ
ら
を
最
優
先
し
て

検
討
を
進
め
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

　
最
大
の
難
題
は
、
サ
イ
バ
ネ
系
（
注
１
）
と

非
サ
イ
バ
ネ
系
の
ど
ち
ら
に
す
る
か
と
い
う

点
で
し
た
。
簡
単
に
言
え
ば
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
や

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
な
ど
と
の
相
互
利
用
を
ど
う
す

る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
相
互
利
用
が
可
能

な
サ
イ
バ
ネ
系
は
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
の
で
す

が
、
非
サ
イ
バ
ネ
系
と
比
べ
て
開
発
費
用
も
開

発
年
数
も
倍
以
上
、
運
用
コ
ス
ト
面
で
も
約
４

倍
と
い
う
試
算
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
沖

縄
の
交
通
事
業
者
の
体
力
で
は
難
し
い
。
そ
れ

な
ら
ば
、
各
社
の
経
営
体
力
の
範
囲
内
で
実
現

可
能
な
非
サ
イ
バ
ネ
系
、
つ
ま
り
沖
縄
だ
け
で

通
用
す
る
も
の
に
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
判
断

に
至
っ
た
わ
け
で
す
。

　
非
サ
イ
バ
ネ
系
の
メ
リ
ッ
ト
は
初
期
投
資
や

開
発
期
間
、
運
用
コ
ス
ト
面
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
形
状
で
す
が
、

サ
イ
バ
ネ
系
で
は
規
格
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
っ

て
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
型
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
が

な
い
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
規
格
か
ら
外
れ
ま

す
の
で
、
香
港
な
ど
で
作
ら
れ
て
い
る
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
タ
イ
プ
の
よ
う
に
、

ち
ょ
っ
と
面
白
い
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
バ
ス
で
の
運
用
開
始
に
合
わ
せ
て
発
売
で

き
る
よ
う
、
県
外
の
方
に
と
っ
て
お
土
産
品
に

も
な
る
よ
う
な
魅
力
的
な
製
品
の
開
発
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、サ
イ
バ
ネ
系
は
デ
ポ
ジ
ッ
ト
や
チ
ャ
ー

ジ
で
入
っ
た
お
金
が
一
旦
県
外
企
業
に
流
れ
る

の
で
す
が
、
こ
れ
を
県
内
に
留
保
で
き
る
の
も

非
サ
イ
バ
ネ
系
の
隠
れ
た
特
徴
で
す
。
将
来
的

に
は
県
内
の
様
々
な
事
業
者
と
提
携
し
、
域
内

通
貨
と
し
て
沖
縄
の
み
ん
な
で
お
金
を
回
し
あ

う
、
と
い
っ
た
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
も
、
非

サ
イ
バ
ネ
系
の
利
点
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
へ

沖
縄
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
な
る
か

　
モ
ノ
レ
ー
ル
で
は
10
月
20
日
か
ら
全
15
駅
33

改
札
で
、
従
来
シ
ス
テ
ム
と
新
シ
ス
テ
ム
の
並

行
利
用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
全
国
初
の
Ｑ
Ｒ

乗
車
券
（
注
２
）
も
同
時
に
導
入
し
ま
す
の
で
、

ス
タ
ッ
フ
総
動
員
で
駅
に
詰
め
、
お
客
様
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
10
月
30
日
に
は

従
来
の
磁
気
系
を
全
廃
し
、Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

Ｑ
Ｒ
乗
車
券
の
非
接
触
系
シ
ス
テ
ム
の
み
の
運

用
と
な
り
ま
す
。
来
年
４
月
に
は
県
内
バ
ス
全

路
線
で
の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
先
行
す

る
モ
ノ
レ
ー
ル
で
し
っ
か
り
と
シ
ス
テ
ム
を
軌

道
に
乗
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
モ
ノ
レ
ー
ル
は
平
成
31
年
春
に
浦
西
ま
で
延

伸
さ
れ
ま
す
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
マ
イ
カ
ー
通

勤
だ
と
浦
西
か
ら
県
庁
前
ま
で
約
50
分
、
雨
の

日
だ
と
も
っ
と
長
く
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
現

在
の
予
定
で
は
浦
西
の
駅
に
１
０
０
０
台
規
模

の
駐
車
場
を
作
り
ま
す
の
で
、
浦
西
か
ら
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
換
え
れ
ば
22
分
で
確
実
に
県
庁

前
駅
に
着
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
バ
ス
に
つ

い
て
も
バ
ス
レ
ー
ン
の
延
長
や
基
幹
路
線
の
整

備
が
進
み
、
公
共
交
通
は
今
後
ま
す
ま
す
利
用

し
や
す
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
へ
の
シ
フ
ト
は
、沖

縄
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
上
で
の

第
一
歩
で
す
が
、
こ
れ
を
促
す
一
助
と
し
て
、

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
船
舶
や
タ
ク
シ
ー
で

も
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
使
え
る
よ
う
に
し
た
り
、
銀

行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
機
能
や
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
を
加
え
る
構
想
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
バ
ス
・
モ
ノ
レ
ー
ル

の
各
社
が
Ｉ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
を
安
定
的
に
稼
働
さ

せ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
、
沖
縄
県
民
み
ん
な

が
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
に
し
て
い
き
た
い
。
こ

れ
ま
で
バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
を
利
用
す
る
機
会

が
な
か
っ
た
方
に
も
、
ぜ
ひ
一
人
一
枚
持
っ
て

い
た
だ
き
、
公
共
交
通
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
沖
縄
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
活
性
化
は
、「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」で
も
随
所
で
言
及
さ
れ

る
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
だ
。数
々
の
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
中
、注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
乗
車
券「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」。平
成
27
年
４
月
の
バ
ス・モ
ノ
レ
ー
ル
共
通
運
用
開
始
に
向
け
、

モ
ノ
レ
ー
ル
で
の
先
行
運
用
が
ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト
す
る
。こ
れ
に
先
立
ち
、沖
縄
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

（
株
）代
表
取
締
役
社
長
の
仲
吉
良
次
さ
ん
に
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
展
望
を
伺
っ
た
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
導
入
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
沖
縄
の
公
共
交
通
を

も
っ
と
元
気
に

沖
縄
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　仲
吉 

良
次
さ
ん

（注１）日本鉄道サイバネティクス協議会が２０００年
に制定したICカード乗車券に関する規格を「サイバ
ネ規格」と呼び、ICカード乗車券の分野で「サイバ
ネ系」と呼ばれるものは、この規格を満たしたもの
を指す。一方の「非サイバネ系」とはサイバネ規格
外のIC乗車券のこと。

（注２）QRコードを券面に印刷した乗車券。改札機
に挿入するのではなく、改札機の読み取り部分に
かざして入出場する。QR券は空港の搭乗ゲートで
の利用が進んでいるが、鉄道系の交通機関で乗車
券として採用されるのは全国初となる。

仲吉 良次　なかよし りょうじ

昭和16年那覇市生まれ。香川大経済学部卒、インディ
アナ大学大学院修士課程修了。平成5年（株）琉球銀行
常務、平成11年（株）リウコム社長、平成14年沖縄食糧

（株）社長を歴任。平成23年沖縄都市モノレール（株）社
長、平成25年沖縄ICカード（株）社長（ともに現職）。

ICカードを読み取り部にかざすだけ
で料金の収受が可能に

モノレール延伸ルート。首里駅から浦西まで繋がる

●問い合わせ
沖縄ICカード株式会社
☎098-859-4847　

浦添市役所

浦添警察署

市民病院前駅

儀保駅

首里駅

沖
縄
自
動
車
道

西原入口
スマートIC

延伸ルート

330
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お
す
す
め
！

お
す
す
め
！

渡嘉敷漁業協同組合
渡嘉敷村字渡嘉敷352
☎098-987-2400
http://www.jf-tokashiki.com/

渡
嘉
敷
島
の
海
の
恵
み
・
マ
グ
ロ
を
活
用
。
県
内
外
で
愛
さ
れ
て
、
今
年
で
誕
生
20
周
年
！

「
ま
ぐ
ろ
ジ
ャ
ー
キ
ー
」

地
域
自
慢
の

す
ぐ
り
む
ん

　
見
た
目
は
細
く
切
っ
た
ビ
ー
フ
ジ
ャ
ー
キ
ー

の
よ
う
。
口
に
入
れ
る
と
マ
グ
ロ
の
豊
か
な
風

味
と
甘
め
の
醤
油
味
が
後
を
引
き
、
噛
め
ば
噛

む
ほ
ど
旨
み
が
広
が
る
。
そ
ん
な
「
ま
ぐ
ろ

ジ
ャ
ー
キ
ー
」
は
今
や
渡
嘉
敷
島
の
特
産
品
と

し
て
す
っ
か
り
定
着
し
、
島
外
・
県
外
へ
の
お

土
産
品
と
し
て
も
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。

　
今
年
３
月
に
渡
嘉
敷
島
を
含
む
慶
良
間
諸
島

が
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し

い
が
、
実
は
今
年

は
ま
ぐ
ろ
ジ
ャ
ー

キ
ー
誕
生
20
周
年

の
節
目
で
も
あ
る
。

20
年
も
の
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
は
ど
の
よ

う
に
し
て
生
ま
れ

た
の
か
。
製
造
元

で
あ
る
渡
嘉
敷
漁

業
協
同
組
合
の
販

渡嘉敷漁業協同
組合の販売課長、
我喜屋保さん

漁協直営の2店舗（漁協併設と渡嘉敷港内）ではお徳用
の切り落としやチップなども買える。ジャーキーの他、「乾
燥まぐろ」や「まぐろの佃煮」なども人気だ 

マグロを漬け込むタレにはリンゴ酢が入っ
ている。実はこのリンゴ酢が味の決め手。リ
ンゴ酢が入るか入らないかで味が全然違う
のだという。化学調味料や添加物などは一
切なし。子どもにも安心して食べさせられる

原材料のマグロは主に渡嘉敷島近海
から水揚げされたものを使用。近年は
ジャーキー人気の上昇に伴い供給が追
いつかず、沖縄本島のマグロを仕入れ
ることもあるという。ジャーキーには主
に写真のキハダマグロが使用される

ジャーキーマスクは、渡
嘉敷村公認のPRキャラ
クター。村の駅伝大会に
出る際、漁協と村のロゴ
入りでマグロのマスク
とコスチュームを自作し
たのが始まり。この姿で
本島のマラソン大会に
出場したり、産業まつり
や離島フェアなどの物
産展にも現れて、ジャー
キーと渡嘉敷島のPRに
励んでいる

お
や
つ
に
、
お
つ
ま
み
に

年
齢
問
わ
ず
愛
さ
れ
る
美
味
し
さ

子
ど
も
に
も
食
べ
や
す
い
よ
う
に

製
造
工
程
と
味
つ
け
に
凝
ら
し
た
工
夫

売
れ
行
き
好
調
で
品
薄
状
態
に

製
造
ラ
イ
ン
を
増
強
し
て
い
く
計
画
も

地
域
の
特
産
品
か
ら
生
ま
れ
た

注
目
の
商
品
を
紹
介
し
ま
す

売
課
長
、
我
喜
屋
保
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　「
事
の
起
こ
り
は
20
年
前
、『
離
島
フ
ェ
ア
』
で

南
大
東
島
の
『
シ
ー
ジ
ャ
ー
キ
ー
』
を
見
た
こ
と

で
し
た
。
こ
れ
は
渡
嘉
敷
島
で
も
で
き
る
の
で

は
？
と
考
え
た
の
が
開
発
の
き
っ
か
け
で
す
」

　
沖
縄
県
は
生
鮮
マ
グ
ロ
の
漁
獲
量
で
全
国
第

３
位
。
マ
グ
ロ
は
暖
か
い
海
を
好
む
た
め
、
沖

縄
近
海
に
多
く
集
ま
っ
て
く
る
の
だ
。
渡
嘉
敷

島
に
も
マ
グ
ロ
は
豊
富
に
水
揚
げ
さ
れ
、
貴
重

な
地
域
資
源
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
漁

の
ピ
ー
ク
期
に
は
余
剰
分
が
ど
う
し
て
も
出
て

し
ま
う
。
こ
れ
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
他
島

の
事
例
に
倣
っ
て
ジ
ャ
ー
キ
ー
の
商
品
開
発
に

乗
り
出
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　
渡
嘉
敷
島
の
ま
ぐ
ろ
ジ
ャ
ー
キ
ー
の
製
造
工
程

は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
。
ま
ぐ
ろ
を
薄
く
切
っ
て
タ

レ
に
漬
け
込
み
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
表
面
を
焼
き

上
げ
、
カ
ッ
ト
し
て
袋
詰
め
す
る
。「
最
初
の
頃

は
生
マ
グ
ロ
を
包
丁
で
薄
く
切
り
、
タ
レ
に
漬
け

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
と
味
が
安
定
し
な
か
っ
た

の
で
、
マ
グ
ロ
を
一
度
冷
凍
し
て
み
た
ら
、
均
一

まぐろジャーキー
左から  小 300円（30g）、大 600円（80g）、特大 1，300円（300g）
※いずれも税別

に
薄
切
り
で
き
て
タ
レ
も
よ
く
染
み
込
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
我
喜
屋
さ
ん
。

　
独
特
の
や
や
甘
め
の
味
つ
け
に
も
試
行
錯
誤

が
あ
っ
た
と
い
う
。「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
食

べ
や
す
い
味
に
す
る
た
め
に
、
タ
レ
の
レ
シ
ピ

作
り
に
は
苦
労
し
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
隠
し

味
に
泡
盛
を
使
う
の
も
、
最
後
に
表
面
を
焼
い

て
香
ば
し
さ
を
出
す
の
も
、
魚
特
有
の
生
臭
さ

を
抑
え
て
食
べ
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
だ
。

　「
発
売
し
た
年
の
冬
、
お
客
様
か
ら
『
味
が
薄

く
な
っ
た
』
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

気
温
が
下
が
る
冬
場
は
タ
レ
が
染
み
込
み
に
く

い
の
で
、
や
む
を
得
な
い
の
で
は
、
と
思
い
な

が
ら
も
製
造
工
程
を
見
直
し
て
み
ま
し
た
。
タ

レ
に
漬
け
た
後
、
冷
蔵
庫
で
寝
か
せ
る
工
程
が

あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
冬
場
だ
け
常
温
で
寝

か
せ
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
一
年
を
通
し
て

味
の
ば
ら
つ
き
を
防
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
開
発
当
初
は
島
内
だ
け
で
の
販
売
を
想
定
し

て
い
た
と
い
う
が
、「
発
売
後
す
ぐ
に
『
本
島
で

は
ど
こ
で
買
え
ま
す
か
』『
卸
せ
ま
せ
ん
か
』
と

問
い
合
わ
せ
が
入
り
、
島
外
で
も
販
売
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
我
喜
屋
さ
ん
。

　
平
成
10
年
に
は
第
47
回
全
国
水
産
加
工
た
べ

も
の
展
で
大
阪
府
知
事
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

そ
の
評
判
が
じ
わ
じ
わ
と
広
ま
る
一
方
で
、
島

を
訪
れ
る
観
光
客
も
年
々
増
加
。
３
０
０
グ
ラ

ム
入
り
の
特
大
サ
イ
ズ
だ
け
だ
っ
た
パ
ッ
ケ
ー

ジ
も
、
手
頃
な
価
格
で
食
べ
き
り
や
す
い
少
量

サ
イ
ズ
２
種
を
発
売
す
る
と
さ
ら
に
売
れ
行
き

が
加
速
。
平
成
25
年
度
の
漁
協
の
加
工
品
売
上

は
何
と
３
０
０
０
万
円
に
も
上
り
、
ジ
ャ
ー
キ
ー

の
売
上
は
実
に
そ
の
９
割
を
占
め
る
と
い
う
。

　「
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今

年
も
売
れ
行
き
が
非
常
に
好
調
で
、
現
在
は
製

造
が
追
い
つ
か
な
い
状
態
で
す
。
近
い
将
来
に

は
製
造
ラ
イ
ン
を
増
強
し
、
も
っ
と
多
く
の
方

に
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
我

喜
屋
さ
ん
。
３
年
前
に
登
場
し
た
自
発
的
Ｐ
Ｒ

大
使
「
ジ
ャ
ー
キ
ー
マ
ス
ク
」
の
力
も
借
り
な

が
ら
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
人
気
を
守
り
、
さ
ら

に
広
め
て
い
き
た
い
考
え
だ
。
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公
共
交
通
を
も
っ
と
使
い
や
す
く

「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
に
か
け
る
想
い

　
平
成
19
年
か
ら
始
ま
っ
た
沖
縄
県
公
共
交
通

活
性
化
推
進
協
議
会
の
中
で
、
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
バ
ス
の
利
便
性
向
上
で
す
。
国
道
58
号

の
バ
ス
レ
ー
ン
を
延
長
し
、
そ
こ
に
基
幹
バ

ス
を
走
ら
せ
て
公
共
交
通
全
体
を
活
性
化
し

よ
う
、
と
い
う
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
バ
ス
と
モ
ノ
レ
ー
ル
共
通
の
Ｉ
Ｃ
乗
車

券
の
導
入
が
話
し
合
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
導
入
に
よ
り
、
様
々
な
面
で

便
利
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
シ
ス

テ
ム
開
発
や
機
器
類
の
調
達
な
ど
含
め
て
数
十

億
円
単
位
で
の
膨
大
な
投
資
額
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
沖
縄
の
交
通
事
業
者
に
と
っ
て

は
容
易
で
は
な
い
こ
と
で
、
み
ん
な
躊
躇
し
て

い
た
の
で
す
が
、
今
回
沖
縄
県
が
一
括
交
付
金

を
活
用
し
て
８
割
補
助
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
県
内

企
業
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
力
添

え
も
あ
っ
て
、
い
よ
い
よ
実
行
す
る
と
こ
ろ
ま

で
至
り
ま
し
た
。

　
他
県
で
は
こ
の
よ
う
な
事
例
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
こ
も
交
通
事

業
者
が
自
分
た
ち
で

一
生
懸
命
資
金
を
集

め
て
運
営
し
て
い

る
。
沖
縄
は
公
共
交

通
の
活
性
化
と
い
う

こ
と
で
、
県
が
こ
こ

ま
で
後
押
し
し
て
く

れ
る
。
こ
れ
は
何
と

し
て
も
成
功
さ
せ
な

い
と
い
け
な
い
で
す
。

サ
イ
バ
ネ
系
か
、
非
サ
イ
バ
ネ
系
か

熟
慮
の
末
の
決
断
を
支
え
た
も
の

　
運
用
開
始
に
向
け
て
は
、
県
内
の
交
通
事
業

者
が
参
加
す
る
Ｉ
Ｃ
導
入
検
討
委
員
会
で
い
ろ

い
ろ
決
め
ご
と
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
一
括
交

付
金
を
使
う
大
き
な
事
業
で
す
か
ら
、
沖
縄
県

民
に
と
っ
て
の
利
便
性
と
将
来
的
な
メ
リ
ッ

ト
、
そ
し
て
沖
縄
の
事
業
者
に
と
っ
て
実
現
か

つ
持
続
可
能
な
形
態
、
こ
れ
ら
を
最
優
先
し
て

検
討
を
進
め
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

　
最
大
の
難
題
は
、
サ
イ
バ
ネ
系
（
注
１
）
と

非
サ
イ
バ
ネ
系
の
ど
ち
ら
に
す
る
か
と
い
う

点
で
し
た
。
簡
単
に
言
え
ば
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
や

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
な
ど
と
の
相
互
利
用
を
ど
う
す

る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
相
互
利
用
が
可
能

な
サ
イ
バ
ネ
系
は
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
の
で
す

が
、
非
サ
イ
バ
ネ
系
と
比
べ
て
開
発
費
用
も
開

発
年
数
も
倍
以
上
、
運
用
コ
ス
ト
面
で
も
約
４

倍
と
い
う
試
算
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
沖

縄
の
交
通
事
業
者
の
体
力
で
は
難
し
い
。
そ
れ

な
ら
ば
、
各
社
の
経
営
体
力
の
範
囲
内
で
実
現

可
能
な
非
サ
イ
バ
ネ
系
、
つ
ま
り
沖
縄
だ
け
で

通
用
す
る
も
の
に
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
判
断

に
至
っ
た
わ
け
で
す
。

　
非
サ
イ
バ
ネ
系
の
メ
リ
ッ
ト
は
初
期
投
資
や

開
発
期
間
、
運
用
コ
ス
ト
面
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
形
状
で
す
が
、

サ
イ
バ
ネ
系
で
は
規
格
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
っ

て
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
型
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
が

な
い
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
規
格
か
ら
外
れ
ま

す
の
で
、
香
港
な
ど
で
作
ら
れ
て
い
る
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
タ
イ
プ
の
よ
う
に
、

ち
ょ
っ
と
面
白
い
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
バ
ス
で
の
運
用
開
始
に
合
わ
せ
て
発
売
で

き
る
よ
う
、
県
外
の
方
に
と
っ
て
お
土
産
品
に

も
な
る
よ
う
な
魅
力
的
な
製
品
の
開
発
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、サ
イ
バ
ネ
系
は
デ
ポ
ジ
ッ
ト
や
チ
ャ
ー

ジ
で
入
っ
た
お
金
が
一
旦
県
外
企
業
に
流
れ
る

の
で
す
が
、
こ
れ
を
県
内
に
留
保
で
き
る
の
も

非
サ
イ
バ
ネ
系
の
隠
れ
た
特
徴
で
す
。
将
来
的

に
は
県
内
の
様
々
な
事
業
者
と
提
携
し
、
域
内

通
貨
と
し
て
沖
縄
の
み
ん
な
で
お
金
を
回
し
あ

う
、
と
い
っ
た
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
も
、
非

サ
イ
バ
ネ
系
の
利
点
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
へ

沖
縄
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
な
る
か

　
モ
ノ
レ
ー
ル
で
は
10
月
20
日
か
ら
全
15
駅
33

改
札
で
、
従
来
シ
ス
テ
ム
と
新
シ
ス
テ
ム
の
並

行
利
用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
全
国
初
の
Ｑ
Ｒ

乗
車
券
（
注
２
）
も
同
時
に
導
入
し
ま
す
の
で
、

ス
タ
ッ
フ
総
動
員
で
駅
に
詰
め
、
お
客
様
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
10
月
30
日
に
は

従
来
の
磁
気
系
を
全
廃
し
、Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

Ｑ
Ｒ
乗
車
券
の
非
接
触
系
シ
ス
テ
ム
の
み
の
運

用
と
な
り
ま
す
。
来
年
４
月
に
は
県
内
バ
ス
全

路
線
で
の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
先
行
す

る
モ
ノ
レ
ー
ル
で
し
っ
か
り
と
シ
ス
テ
ム
を
軌

道
に
乗
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
モ
ノ
レ
ー
ル
は
平
成
31
年
春
に
浦
西
ま
で
延

伸
さ
れ
ま
す
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
マ
イ
カ
ー
通

勤
だ
と
浦
西
か
ら
県
庁
前
ま
で
約
50
分
、
雨
の

日
だ
と
も
っ
と
長
く
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
現

在
の
予
定
で
は
浦
西
の
駅
に
１
０
０
０
台
規
模

の
駐
車
場
を
作
り
ま
す
の
で
、
浦
西
か
ら
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
換
え
れ
ば
22
分
で
確
実
に
県
庁

前
駅
に
着
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
バ
ス
に
つ

い
て
も
バ
ス
レ
ー
ン
の
延
長
や
基
幹
路
線
の
整

備
が
進
み
、
公
共
交
通
は
今
後
ま
す
ま
す
利
用

し
や
す
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
へ
の
シ
フ
ト
は
、沖

縄
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
上
で
の

第
一
歩
で
す
が
、
こ
れ
を
促
す
一
助
と
し
て
、

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
船
舶
や
タ
ク
シ
ー
で

も
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
使
え
る
よ
う
に
し
た
り
、
銀

行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
機
能
や
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
を
加
え
る
構
想
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
バ
ス
・
モ
ノ
レ
ー
ル

の
各
社
が
Ｉ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
を
安
定
的
に
稼
働
さ

せ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
、
沖
縄
県
民
み
ん
な

が
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
に
し
て
い
き
た
い
。
こ

れ
ま
で
バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
を
利
用
す
る
機
会

が
な
か
っ
た
方
に
も
、
ぜ
ひ
一
人
一
枚
持
っ
て

い
た
だ
き
、
公
共
交
通
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
沖
縄
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
活
性
化
は
、「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」で
も
随
所
で
言
及
さ
れ

る
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
だ
。数
々
の
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
中
、注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
乗
車
券「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」。平
成
27
年
４
月
の
バ
ス・モ
ノ
レ
ー
ル
共
通
運
用
開
始
に
向
け
、

モ
ノ
レ
ー
ル
で
の
先
行
運
用
が
ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト
す
る
。こ
れ
に
先
立
ち
、沖
縄
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

（
株
）代
表
取
締
役
社
長
の
仲
吉
良
次
さ
ん
に
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
展
望
を
伺
っ
た
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
導
入
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
沖
縄
の
公
共
交
通
を

も
っ
と
元
気
に

沖
縄
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　仲
吉 

良
次
さ
ん

（注１）日本鉄道サイバネティクス協議会が２０００年
に制定したICカード乗車券に関する規格を「サイバ
ネ規格」と呼び、ICカード乗車券の分野で「サイバ
ネ系」と呼ばれるものは、この規格を満たしたもの
を指す。一方の「非サイバネ系」とはサイバネ規格
外のIC乗車券のこと。

（注２）QRコードを券面に印刷した乗車券。改札機
に挿入するのではなく、改札機の読み取り部分に
かざして入出場する。QR券は空港の搭乗ゲートで
の利用が進んでいるが、鉄道系の交通機関で乗車
券として採用されるのは全国初となる。

仲吉 良次　なかよし りょうじ

昭和16年那覇市生まれ。香川大経済学部卒、インディ
アナ大学大学院修士課程修了。平成5年（株）琉球銀行
常務、平成11年（株）リウコム社長、平成14年沖縄食糧

（株）社長を歴任。平成23年沖縄都市モノレール（株）社
長、平成25年沖縄ICカード（株）社長（ともに現職）。

ICカードを読み取り部にかざすだけ
で料金の収受が可能に

モノレール延伸ルート。首里駅から浦西まで繋がる

●問い合わせ
沖縄ICカード株式会社
☎098-859-4847　

浦添市役所

浦添警察署

市民病院前駅

儀保駅

首里駅

沖
縄
自
動
車
道

西原入口
スマートIC

延伸ルート

330
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AD

グローバルネットワーク
サービス株式会社

石垣市登野城 653-4
☎0980-83-3591
http://www.gnsjapan.jp/

　
最
近
、
飲
食
店
な
ど
で
ス
マ
ー
ト
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
）
を
見
か
け
る
機
会

が
増
え
て
き
た
が
、
実
は
沖
縄
生
ま
れ
の
シ
ス

テ
ム
が
国
内
外
の
ス
マ
ー
ト
Ｐ
Ｏ
Ｓ
に
広
く
採

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
名
前
は
「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｕ

Ｓ（
フ
ラ
ビ
ウ
ス
）」。
沖
縄
県
内
を
は
じ
め
国

内
各
地
、
さ
ら
に
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
も
活
用
さ
れ
、
現
在
ま
で
に

約
３
０
０
ラ
イ
セ
ン
ス
も
の
導
入
実
績
を
誇
る
。

リーマンショックをきっかけに生まれた
計数管理システム「FLAVIUS」が
国内外でスマートPOSの可能性を拓く

海
外
O
J
T
先
で
知
り
合
っ
た
、

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
取
引
先

グローバルネットワークサービス株式会社

　
開
発
元
は
石
垣
市
に
本
社
を
置
く
グ
ロ
ー
バ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
。
代
表

取
締
役
の
北
井
吉
隆
さ
ん
は
、
約
20
年
前
に
石

垣
島
の
自
宅
拠
点
で
の
シ
ス
テ
ム
開
発
か
ら
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
取
引
先
の
要
望
に
応
じ
た

受
託
開
発
を
得
意
と
し
て
い
た
。

　「
流
れ
が
変
わ
っ
た
の
は
２
０
０
８
年
秋
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
企
業
倒
産
や
リ
ス

ト
ラ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、感
じ
た
の
は
『
計

数
管
理
や
内
部
留
保
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ

ば…

』
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
当
時
参
加
し
て

い
た
経
営
勉
強
会
で
、
自
分
の
仕
事
の
や
り
方

を
『
自
己
満
足
だ
ね
』
と
指
摘
さ
れ
た
の
も
大

き
か
っ
た
。
も
っ
と
公
共
性
が
あ
り
、
汎
用
性

が
あ
る
も
の
を
作
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」。
景
気
に
翻
弄
さ
れ
や
す
く
資
金
調
達

も
容
易
で
は
な
い
中
小
企
業
の
た
め
に
、
自
社

の
現
状
と
今
後
進
む
べ
き
方
向
性
を
可
視
化
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
よ
り
安
価
に
提
供

し
た
い
。
北
井
さ
ん
の
そ
ん
な
想
い
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
「
フ
ラ
ビ
ウ
ス
」
だ
と
い
う
。

　
量
販
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
こ
う
と
い

う
頃
、
想
定
外
の
事
態
が
起
き
る
。
ま
だ
発
売

前
の
フ
ラ
ビ
ウ
ス
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
、
翌

日
に
は
国
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
で
サ
ー
バ
ー

が
パ
ン
ク
状
態
に
な
っ
た
の
だ
。
特
に
多
か
っ

た
海
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
に
追
わ
れ
な

が
ら
、
北
井
さ
ん
は
あ
く
ま
で
量
販
体
制
の
整

備
を
最
優
先
。
県
内
の
協
力
先
約
10
店
舗
で
実

験
運
用
を
行
い
な
が
ら
、
約
２
年
か
け
て
コ
ス

ト
を
確
定
し
て
い
っ
た
。

　「
そ
の
後
も
大
手
企
業
の
訪
問
や
情
報
誌
の
取

材
を
受
け
、
評
判
が
広
が
る
の
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
頃
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
事
業
を

し
て
い
る
知
人
と
繋
が
り
、
こ
れ
が
海
外
進
出

の
直
接
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」

　
海
外
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
は
導
入
後
の
対
応
の

難
し
さ
な
ど
を
理
由
に
断
っ
て
い
た
と
い
う
北

井
さ
ん
だ
が
、
な
ぜ
踏
み
切
れ
た
の
か
。「
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
、
産
業
振
興
公
社
の
万
国
津
梁
産

業
人
材
育
成
事
業
で
、
海
外
Ｏ
Ｊ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
募
集
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
海
外
の
引
き
合

い
に
対
応
し
て
い
く
に
は
現
地
市
場
の
勉
強
が

不
可
欠
だ
と
考
え
、
２
０
１
３
年
４
月
下
旬
か

ら
知
人
の
縁
も
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

Ｏ
Ｊ
Ｔ
へ
赴
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
交
流
が
き
っ

か
け
で
日
系
の
大
手
う
ど
ん
店
チ
ェ
ー
ン
へ
の

導
入
も
進
み
、
幸
運
に
も
恵
ま
れ
て
縁
が
繋
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
海
外
進
出
を
考
え
る
な
ら
、

何
よ
り
も
ま
ず
『
外
へ
出
る
こ
と
』
が
大
事
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
ね
」

　
順
調
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
ケ
ー
ル
を
広
げ
つ
つ

あ
る
北
井
さ
ん
だ
が
、
海
外
展
開
の
課
題
は
ど

こ
に
あ
る
か
尋
ね
て
み
た
。「
当
社
は
商
品
の
性

質
上
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
代
理
店
を
置
く
に
し
て
も
現
地
オ

フ
ィ
ス
を
開
く
に
し
て
も
、
そ
こ
を
理
解
で
き

る
人
材
を
育
て
ら
れ
る
か
。
お
客
様
の
問
題

解
決
を
お
客
様
と
一
緒
に
や
っ
て
い
く
と

い
う
〝
責
任
〞
意
識
の
育
て
方
が
、
非
常
に
難

し
い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
ハ
ワ
イ
で

も
、
そ
う
し
た
人
材
を
い
か
に
育
て
る
か
と
い

う
こ
と
に
注
力
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
」

　
フ
ラ
ビ
ウ
ス
は
海
外
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
が
今

も
後
を
絶
た
な
い
と
い
う
。
〝
相
手
に
合
わ
せ

た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
〞
と
い
う
ビ

ジ
ネ
ス
フ
レ
ー
ム
自
体
が
、
国
境
を
越
え
て
ニ
ー

ズ
を
引
き
寄
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た

め
、
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
北

井
さ
ん
。
ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
だ
。

機器類は既製品を組み合わせて使うため、POS専用機
の導入に比べて劇的なコストダウンが可能に。さらに、
FLAVIUSならではの“ソリューション力”で各導入先の
ニーズに合わせたカスタマイズが容易にでき、より強
力な計数管理のツールとして活用できる
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海外・県外の市場への参入を遂げた県内企業は、どのように商品や
サービスを開発し、また競争力を高めるためにどのような取り組みを
行ってきたのか。今回はグローバルネットワークサービス株式会社の
「海を渡る挑戦」をレポートする。

「
自
己
満
足
だ
ね
」の
ひ
と
こ
と
に
奮
起

公
共
性
と
汎
用
性
の
追
求
へ
と
舵
を
切
る

海を渡る
挑戦者たち

マ
ス
コ
ミ
紹
介
で
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

想
定
外
の
海
外
進
出
の
扉
が
開
く

海
外
に
輸
出
す
る
の
は「
人
材
」

そ
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
日
々

オーダー端末 サーバー レジ端末キッチンプリンタ

無線機器
通常のインター
ネット回線を使用 本部パソコン

インター
ネット

「FLAVIUS」のシステム構成例(飲食店の場合)
設置店舗

本 部

浦添市に構えた支店オフィスにて代表取締役・北井吉隆さん



企 業 支 援しっとく!
なっとく!

★

●問い合わせ：産業振興部 産業振興課
担当：ものづくりファンド係　☎ 098-859-6239　S098-859-6233

ものづくりファンド
（有限責任事業組合）

県内金融機関

産業振興公社

ものづくり企業

相談・申込

投資
経営支援

投資回収

ものづくり産業（機械、繊維、食品、伝統工芸品等）で
下記に該当する事業者
①  県内に本社または事業所を有している事業者又は県内に

進出することが確実な事業者
②  技術・商品・ビジネスモデルに優位性を有し、積極的に県

外・海外展開を行う事業者
③  技術革新により、地場産業としての競争力を強化し、移入品の

代替を促進するなど本県の経済活性化に寄与する事業者

県内金融機関とともに組成したファンドを通じて、投資並びに
経営支援を行うことで企業の事業拡大を支援します。
  投資規模：上限1.5億円（但し、投資後の発行済み株数の50％未満）
 投資の種類 ： 株式、新株予約権付社債

当該ファンドに参画する県内金融機関
（公財）沖縄県産業振興公社

対象者
（予定）

支援内容
（予定）

申請・
相談先

２
０
１
３
年
末
、チ
ャ
ン
ギ
空
港
が
日
本

へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
就
航
協
力
を
申
し
出
て
い

る
と
の
情
報
を
得
て
、路
線
担
当
者
と
の
面

談
を
行
っ
た
。チ
ャ
ン
ギ
空
港
は
既
に
第
５

タ
ー
ミ
ナ
ル
計
画
を
発
表
し
て
お
り
、人
気

地
で
あ
る
日
本
へ
の
さ
ら
な
る
路
線
拡
充
を

検
討
し
て
い
た
の
だ
。

チ
ャ
ン
ギ
空
港
と
の
協
力
協
議
は
、沖
縄

県
側
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
動
き
も
あ
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。２
０
１
４
年
３
月

に
は
チ
ャ
ン
ギ
空
港
代
表
団
を
沖
縄
に
迎

え
、沖
縄
県
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
チ
ャ
ン
ギ

空
港
グ
ル
ー
プ
が
、相
互
の
航
空
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
に
取
り
組
み
、双
方
の
国

際
観
光
や
貿
易
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、相
互
連
携
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
チ
ャ
ン
ギ
空
港
担
当
者
と

共
に
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
手
旅
行
社
や

航
空
会
社
へ
、沖
縄
へ
の
誘
客
に
向
け
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
続
け
た
。チ
ャ

ン
ギ
空
港
の
影
響
力
は
強
く
、航
空
会
社

や
旅
行
社
の
対
応
は
間
違
い
な
く
変
化

し
た
。チ
ャ
ン
ギ
空
港
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ

た
こ
と
で
、「
沖
縄
」へ
の
期
待
値
は
大
き

く
上
昇
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

沖
縄
側
の
旅
行
社
の
頑
張
り
も
大
き

か
っ
た
。２
０
１
４
年
９
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
７
便（
14
往
復
）の
連
続
チ
ャ
ー

タ
ー
直
行
便
就
航
を
実
現
。ま
た
同
年
９

月
10
日
に
は
川
上
副
知
事
を
は
じ
め
と

す
る
約
60
名
も
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
団

が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
、沖
縄
投
資
セ

ミ
ナ
ー
、沖
縄
県
と
チ
ャ
ン
ギ
空
港
の
相

互
協
定
お
よ
び
連
続
チ
ャ
ー
タ
ー
に
関

す
る
記
者
会
見
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
沖
縄

の
関
係
者
を
一
堂
に
交
え
た
沖
縄
ナ
イ

ト
を
開
催
。
た
い
へ
ん
な
盛
況
ぶ
り
で

あ
っ
た
。

直
行
便
が
定
期
運
航
さ
れ
れ
ば
、沖
縄

＝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
間
は
経
由
便
の
半
分

の
５
時
間
弱
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、

経
済
波
及
効
果
は
飛
躍
的
に
高
ま
る
で

あ
ろ
う
。定
期
便
就
航
へ
の
道
は
ま
だ
遠

い
が
、経
済
発
展
で
海
外
旅
行
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
集

客
増
を
狙
わ
な
い
手
は
な
い
。世
界
の
ハ

ブ
空
港
で
あ
る
チ
ャ
ン
ギ
空
港
を
は
じ

め
、各
地
の
旅
行
会
社
と
の
連
携
を
上
手

く
行
っ
て
い
け
ば
、定
期
便
化
へ
の
道
は

そ
う
険
し
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
で
は
、県
内

金
融
機
関
と
連
携
し
、「
沖
縄
中
小
も

の
づ
く
り
企
業
競
争
力
強
化
フ
ァ
ン
ド

（
仮
称
）」を
組
成
し
て
、県
内
も
の
づ
く

り
企
業
の
資
金
調
達
ニ
ー
ズ
に
お
応
え

し
、企
業
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、県
内
金
融
機
関
と
と

も
に
投
資
フ
ァ
ン
ド（
有
限
責
任
事
業

組
合
。以
下「
フ
ァ
ン
ド
」）を
組
成
し
、

積
極
的
に
技
術
革
新
や
県
外
・
海
外
へ

の
事
業
展
開
を
図
る
県
内
中
小
も
の
づ

く
り
企
業
へ
、株
式
や
新
株
予
約
権
付

社
債
に
よ
る
資
金
供
給
を
行
い
、併
せ

て
経
営
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
の
資
金
調
達
は
、銀
行
借
入
が

中
心
で
す
が
、借
入
の
場
合
に
は
担
保

が
必
要
に
な
る
ほ
か
、利
息
の
支
払
い

や
元
本
返
済
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
に
比
べ
て
、フ
ァ
ン
ド
か
ら
株
式
に

よ
る
投
資
を
受
け
た
場
合
は
、フ
ァ
ン

ド
は
そ
の
株
式
を
フ
ァ
ン
ド
存
続
期
間

の
終
了
ま
で
に
売
却
し
て
資
金
回
収
を

行
い
ま
す
の
で
、企
業
は
利
息
支
払
い

や
元
本
返
済
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
製
品
開
発
や
販
路
開
拓
、設
備
投
資

な
ど
を
行
っ
て
、企
業
の
規
模
を
拡
大
し

た
い
」と
い
う
要
望
は
あ
る
が
、業
績
や

担
保
の
状
況
に
よ
り
、金
融
機
関
か
ら
の

借
入
が
難
し
い
場
合
で
も
、事
業
計
画
の

実
現
性
や
今
後
の
企
業
の
成
長
性
が
認

め
ら
れ
れ
ば
、フ
ァ
ン
ド
か
ら
投
資
を 

受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
投
資
は
補
助
金
や

助
成
金
と
は
異
な
り
、い
つ
で
も
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
、資
金
の
使
途
や
使

用
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

柔
軟
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、フ
ァ
ン
ド
が
一
株
主
と
し
て

投
資
先
企
業
に
参
画
す
る
た
め
、事
業

を
成
功
さ
せ
、企
業
の
価
値
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
、そ
の
企
業
と
フ
ァ
ン
ド

の
共
通
の
目
標
と
な
り
、フ
ァ
ン
ド
の

組
合
員
で
あ
る
担
当
金
融
機
関
と
の
関

係
も
深
ま
り
ま
す
。そ
の
一
方
で
フ
ァ

ン
ド
は
、外
部
株
主
と
し
て
の
権
利
を

持
ち
、フ
ァ
ン
ド
存
続
期
間
の
終
了
日

ま
で
に
株
式
を
売
却
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

当
フ
ァ
ン
ド
に
係
る
ご
質
問
等
は
、

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

海外REPORT

from シンガポール
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
直
行
定
期
便
へ
の
道

～
チ
ャ
ン
ギ
空
港
と
協
力
し
て

	

東
南
ア
ジ
ア
と
繋
ぐ
～

も
の
づ
く
り
企
業
の

資
金
調
達
を
支
援
し
ま
す
！

事業スキーム図

沖縄県産業振興公社ではさまざまな事業を行い、県内の企業を支援しています。
今回は「沖縄中小ものづくり企業競争力強化事業」を紹介します。

●問い合わせ：海外・ビジネス支援課　☎ 098-859-6238

2014年9月、シンガポールで行われた沖縄投資セミナーの様子
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グローバルネットワーク
サービス株式会社

石垣市登野城 653-4
☎0980-83-3591
http://www.gnsjapan.jp/

　
最
近
、
飲
食
店
な
ど
で
ス
マ
ー
ト
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
）
を
見
か
け
る
機
会

が
増
え
て
き
た
が
、
実
は
沖
縄
生
ま
れ
の
シ
ス

テ
ム
が
国
内
外
の
ス
マ
ー
ト
Ｐ
Ｏ
Ｓ
に
広
く
採

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
名
前
は
「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｕ

Ｓ（
フ
ラ
ビ
ウ
ス
）」。
沖
縄
県
内
を
は
じ
め
国

内
各
地
、
さ
ら
に
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
も
活
用
さ
れ
、
現
在
ま
で
に

約
３
０
０
ラ
イ
セ
ン
ス
も
の
導
入
実
績
を
誇
る
。

リーマンショックをきっかけに生まれた
計数管理システム「FLAVIUS」が
国内外でスマートPOSの可能性を拓く

海
外
O
J
T
先
で
知
り
合
っ
た
、

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
取
引
先

グローバルネットワークサービス株式会社

　
開
発
元
は
石
垣
市
に
本
社
を
置
く
グ
ロ
ー
バ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
。
代
表

取
締
役
の
北
井
吉
隆
さ
ん
は
、
約
20
年
前
に
石

垣
島
の
自
宅
拠
点
で
の
シ
ス
テ
ム
開
発
か
ら
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
取
引
先
の
要
望
に
応
じ
た

受
託
開
発
を
得
意
と
し
て
い
た
。

　「
流
れ
が
変
わ
っ
た
の
は
２
０
０
８
年
秋
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
企
業
倒
産
や
リ
ス

ト
ラ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、感
じ
た
の
は
『
計

数
管
理
や
内
部
留
保
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ

ば…

』
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
当
時
参
加
し
て

い
た
経
営
勉
強
会
で
、
自
分
の
仕
事
の
や
り
方

を
『
自
己
満
足
だ
ね
』
と
指
摘
さ
れ
た
の
も
大

き
か
っ
た
。
も
っ
と
公
共
性
が
あ
り
、
汎
用
性

が
あ
る
も
の
を
作
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」。
景
気
に
翻
弄
さ
れ
や
す
く
資
金
調
達

も
容
易
で
は
な
い
中
小
企
業
の
た
め
に
、
自
社

の
現
状
と
今
後
進
む
べ
き
方
向
性
を
可
視
化
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
よ
り
安
価
に
提
供

し
た
い
。
北
井
さ
ん
の
そ
ん
な
想
い
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
「
フ
ラ
ビ
ウ
ス
」
だ
と
い
う
。

　
量
販
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
こ
う
と
い

う
頃
、
想
定
外
の
事
態
が
起
き
る
。
ま
だ
発
売

前
の
フ
ラ
ビ
ウ
ス
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
、
翌

日
に
は
国
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
で
サ
ー
バ
ー

が
パ
ン
ク
状
態
に
な
っ
た
の
だ
。
特
に
多
か
っ

た
海
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
に
追
わ
れ
な

が
ら
、
北
井
さ
ん
は
あ
く
ま
で
量
販
体
制
の
整

備
を
最
優
先
。
県
内
の
協
力
先
約
10
店
舗
で
実

験
運
用
を
行
い
な
が
ら
、
約
２
年
か
け
て
コ
ス

ト
を
確
定
し
て
い
っ
た
。

　「
そ
の
後
も
大
手
企
業
の
訪
問
や
情
報
誌
の
取

材
を
受
け
、
評
判
が
広
が
る
の
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
頃
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
事
業
を

し
て
い
る
知
人
と
繋
が
り
、
こ
れ
が
海
外
進
出

の
直
接
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」

　
海
外
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
は
導
入
後
の
対
応
の

難
し
さ
な
ど
を
理
由
に
断
っ
て
い
た
と
い
う
北

井
さ
ん
だ
が
、
な
ぜ
踏
み
切
れ
た
の
か
。「
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
、
産
業
振
興
公
社
の
万
国
津
梁
産

業
人
材
育
成
事
業
で
、
海
外
Ｏ
Ｊ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
募
集
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
海
外
の
引
き
合

い
に
対
応
し
て
い
く
に
は
現
地
市
場
の
勉
強
が

不
可
欠
だ
と
考
え
、
２
０
１
３
年
４
月
下
旬
か

ら
知
人
の
縁
も
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

Ｏ
Ｊ
Ｔ
へ
赴
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
交
流
が
き
っ

か
け
で
日
系
の
大
手
う
ど
ん
店
チ
ェ
ー
ン
へ
の

導
入
も
進
み
、
幸
運
に
も
恵
ま
れ
て
縁
が
繋
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
海
外
進
出
を
考
え
る
な
ら
、

何
よ
り
も
ま
ず
『
外
へ
出
る
こ
と
』
が
大
事
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
ね
」

　
順
調
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
ケ
ー
ル
を
広
げ
つ
つ

あ
る
北
井
さ
ん
だ
が
、
海
外
展
開
の
課
題
は
ど

こ
に
あ
る
か
尋
ね
て
み
た
。「
当
社
は
商
品
の
性

質
上
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
代
理
店
を
置
く
に
し
て
も
現
地
オ

フ
ィ
ス
を
開
く
に
し
て
も
、
そ
こ
を
理
解
で
き

る
人
材
を
育
て
ら
れ
る
か
。
お
客
様
の
問
題

解
決
を
お
客
様
と
一
緒
に
や
っ
て
い
く
と

い
う
〝
責
任
〞
意
識
の
育
て
方
が
、
非
常
に
難

し
い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
ハ
ワ
イ
で

も
、
そ
う
し
た
人
材
を
い
か
に
育
て
る
か
と
い

う
こ
と
に
注
力
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
」

　
フ
ラ
ビ
ウ
ス
は
海
外
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
が
今

も
後
を
絶
た
な
い
と
い
う
。
〝
相
手
に
合
わ
せ

た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
〞
と
い
う
ビ

ジ
ネ
ス
フ
レ
ー
ム
自
体
が
、
国
境
を
越
え
て
ニ
ー

ズ
を
引
き
寄
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た

め
、
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
北

井
さ
ん
。
ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
だ
。

機器類は既製品を組み合わせて使うため、POS専用機
の導入に比べて劇的なコストダウンが可能に。さらに、
FLAVIUSならではの“ソリューション力”で各導入先の
ニーズに合わせたカスタマイズが容易にでき、より強
力な計数管理のツールとして活用できる
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海外・県外の市場への参入を遂げた県内企業は、どのように商品や
サービスを開発し、また競争力を高めるためにどのような取り組みを
行ってきたのか。今回はグローバルネットワークサービス株式会社の
「海を渡る挑戦」をレポートする。

「
自
己
満
足
だ
ね
」の
ひ
と
こ
と
に
奮
起

公
共
性
と
汎
用
性
の
追
求
へ
と
舵
を
切
る

海を渡る
挑戦者たち

マ
ス
コ
ミ
紹
介
で
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

想
定
外
の
海
外
進
出
の
扉
が
開
く

海
外
に
輸
出
す
る
の
は「
人
材
」

そ
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
日
々

オーダー端末 サーバー レジ端末キッチンプリンタ

無線機器
通常のインター
ネット回線を使用 本部パソコン

インター
ネット

「FLAVIUS」のシステム構成例(飲食店の場合)
設置店舗

本 部

浦添市に構えた支店オフィスにて代表取締役・北井吉隆さん
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天久龍男さん。自
らも「睡眠環境診
断士」の資格を有
し、商品企画や提
案 営 業 はもちろ
ん後進の指導に
も力を入れる

株式会社 First Line
那覇市おもろまち3-7-15
☎098-988-8231　
http://www.nemurinoeki.com

ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開

発
す
る
な
ど
、独
自
の
取
り
組
み

で
”オ
ン
リ
ー
ワ
ン
”   を
目
指
す
企

業
を
ご
紹
介
し
た
り
、沖
縄
県
産
業

振
興
公
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
企

業
の
新
商
品
情
報
や
、講
演
会
・
懇

親
会
の
企
画
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

る
の
は
大
人
の
責
任
。
沖
縄
の
夜
型
社
会
の
し
わ

寄
せ
が
子
ど
も
に
及
ば
な
い
よ
う
、
大
人
の
意
識

も
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　８
月
に
は
商
品
発
表
を
兼
ね
、
眠
り
の
駅
プ
ラ

ザ
ハ
ウ
ス
店
で
「
夏
休
み
親
子
教
室
『
香
り
ま
く

ら
作
り
』」
を
開
催
。
反
応
は
上
々
で
、
良
質
な

睡
眠
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
感
じ
た
と
い
う
。

　ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
進
化
さ
せ
、
寝
装
寝
具

や
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
レ
ス
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
「
そ
ー
じ
さ
ー
ズ
」
も
展
開
す
る

同
社
。「
快
適
な
睡
眠
環
境
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
す
る
の
が
私
た
ち
の
仕
事
。『
よ
く
眠
れ
た
よ
』

と
喜
ば
れ
る
こ
と
が
、
社
員
の
や
り
が
い
に
繋
が

り
ま
す
。
お
客
様
の
お
話
を
よ
く
聞
き
、
丁
寧
に

説
明
す
る
こ
と
で
信
頼
関
係
を
結
び
、
的
確
な
提

案
が
で
き
る
〝
眠
り
の
プ
ロ
〞
の
育
成
を
進
め
て

い
き
ま
す
」
と
天
久
さ
ん
。
最
近
は
医
療
や
介
護

の
分
野
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
と
い

う
。「
子
ど
も
、
高
齢
者
と
様
々
な
角
度
か
ら
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
な
が
ら
、
眠
り
に
対
す

る
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
け
た
ら
」
と
話
す
天
久

さ
ん
は
、
社
会
的
貢
献
度
も
将
来
性
も
高
い
自

社
の
事
業
の
さ
ら
な
る
展
開
に
意
欲
を
燃
や
し

て
い
る
。

　「ゆ
〜
で
ぃ
き
や
〜
（
沖
縄
方
言
で
「
賢
い
人
」

の
意
）
枕
」
は
、
高
さ
調
節
や
丸
洗
い
に
対
応
で

き
る
香
り
付
き
の
子
ど
も
専
用
枕
。
開
発
し
た
の

は
、〝
快
眠
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
寝
装
寝
具
品
や

ア
ロ
マ
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
な
ど
多
彩
な
ア
イ
テ
ム
を

揃
え
た
シ
ョ
ッ
プ
「
眠
り
の
駅
」
を
運
営
す
る
株

式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
イ
ン
だ
。

　同
社
の
統
括
本
部
次
長
、
天
久
龍
男
さ
ん
は

「『
子
ど
も
用
の
枕
が
欲
し
い
』
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
た
び
た
び
あ
り
、
既
存
品
は
種
類
が
非
常
に

少
な
か
っ
た
の
で
自
社
で
企
画
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
」
と
開
発
の
経
緯
を
語
る
。
寝
具
製
造
の
有

限
会
社
屋
富
祖
商
事
の
協
力
で
、
子
ど
も
の
体
型

や
成
長
に
合
わ
せ
て
高
さ
を
調
節
で
き
、
洗
濯
機

で
の
丸
洗
い
が
可
能
な
構
造
に
。
さ
ら
に
有
限
会

社
沖
縄
長
生
薬
草
本
社
と
も
連
携
し
、
香
り
に
よ

る
睡
眠
導
入
効
果
も
期
待
で
き
る
ド
ラ
イ
ハ
ー
ブ

の
専
用
サ
シ
ェ
も
付
け
た
。

　天
久
さ
ん
は
学
力
に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
い

わ
れ
る
睡
眠
習
慣
の
乱
れ
に
つ
い
て
も
言
及
。「
子

ど
も
が
自
分
専
用
の
枕
を
持
つ
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

に
眠
り
に
つ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
る
第
一
歩
に
な
り
、
日
中
の
集
中
力
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
成
長
に
必
要
な
睡
眠
環
境
を
作

株
式
会
社 

F
irs
t 

L
ine（
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
イ
ン
）

「
快
眠
」の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
が

子
ど
も
の
睡
眠
習
慣
を
考
え
た
専
用
枕
を
発
売

（公財）沖縄県産業振興公社では、さらなる企業支援の拡充・強化を目指し、ネットワーク会員を募集しています。会員特典として会員間の交流、有料セミナー･公社ホームペー
ジ･バナー広告･メールマガジンへの掲載料金の割引、ビジネス関連ビデオの貸し出しなど様々な特典メニューをご用意しています。
詳しくは  okinawa-ric.jp/useful/etc/4380.php まで。  担当：藤原

発売21年目のオキハム「タコライス」が
パッケージを明るくリニューアル！

沖縄ハム総合食品株式会社
☎ 098-958-4330（担当：大嶺）
http://www.okiham.co.jp

株式会社マレア・クリエイト
☎ 098-942-2200（担当：佐藤）
http://www.maririne.jp/（まりりんぎのわんホームページ）

有限会社カミヤマ美研販売
☎ 098-870-4522（担当：佐久本）
☎ 098-943-8480（素肌LABO直通）
http://suhadalabo.ti-da.net/ （素肌LABOブログ）

http://ovs.jp
沖縄ベンチャースタジオ 検 索

公社ネットワーク会員 PRESS RELEASE

　オキハムが家庭用として初めてレトルトパックにした「タコライ
ス」。タコスミートとホットソースのおいしさはそのままに、発売21年
目にして初めて大胆なパッケージリニューアルを行いました。沖縄
のアイドル「らぐぅんぶるぅ」を起用した楽しく元気なデザインで、タ

コライスを食べたこ
とのない方や若い
方にもインパクトを
与えるパッケージ
になりました。レト
ルトタイプ・冷蔵タ
イプともに、県内よ
り順次リニューア
ルしていく予定で
す。

県内初！沖縄在住の方専用の
ダイビングスクールが誕生
　マレア・クリエイトは、25m×15ｍの大型プールやシャワー、更衣
室などを備えた「まりりんぎのわん（宜野湾マリン支援センター）」
の指定管理を行っています。このたび、沖縄在住者専用のダイビ
ングスクールを開設しました。最短3日でライセンス取得可能な
コースが、オープン期間限定で通常の半額の3万4000円（申請
代6300円、器材レンタル代4000円は別途※いずれも税込）で
受講できます。まずはお電話の上、説明会にご参加ください。

「素肌LABO」おかげさまで2周年！
感謝を込めて誕生祭を開催
　「チュラサン」シリーズなどでおなじみのカミヤマ美研販売が運営
する、西原町翁長のセルフケアショップ「素肌LABO（すはだ・ラ
ボ）」が誕生2周年を迎えます。感謝の気持ちを込めて11/8（土）・
9（日）に開催する誕生祭では、スペシャルリンパマッサージ（予約
制）が特別価格になるほか、ご来店プレゼントなども多彩にご用意
しています。初めての方もぜひこの機会に、セルフケアの楽しさを
実感してください。

ネ
�
ト
ワ
�
ク

会
員
広
場

元気企業
紹介

Like!

「いい匂い！」リ
ラックス効果を
促 す ハ ーブ の
香りは子どもた
ちにも好評

中材はパイプ素材と寝具用
ポリエステル綿の2種から選
べる。ファスナー付きの2つの
袋に入った中材の量を調整
することで高さを調節できる

「ゆ～でぃきや～枕」
5,400円（税込）。



産
業
振
興
公
社
で
は
、ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
へ
の

海
外
旅
行
意
欲
が
高
い
ロ
シ
ア
の
観
光
客
を
沖

縄
に
呼
び
込
む
た
め
、ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
内
に

現
地
法
人
Ｔ
ａ
ｓ
ａ
ｎ

－

Ｇ
Ｓ
Ｎ
社
を
置
く
株

式
会
社
Ｊ
Ｓ
Ｎ（
東
京
都
）に
業
務
を
委
託
し
、ロ

シ
ア
に
お
け
る
沖
縄
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

開
始
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
現
地
の
情
報
に
通
じ
、ロ
シ
ア
地
域
で

の
貿
易
事
業
や
ロ
シ
ア
関
連
情
報
誌
の
発
刊
な

ど
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｓ
Ｎ
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

ロ
シ
ア
の
旅
行
社
の
沖
縄
観
光
商
品
造
成
に
効

果
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
狙
い
で
す
。

ロ
シ
ア
の
人
々
は
、太
陽
が
輝
く
ビ
ー
チ
リ

ゾ
ー
ト
へ
の
旅
行
を
好
み
、沖
縄
を
訪
れ
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。県
の
統
計
に

よ
る
と
、ロ
シ
ア
か
ら
沖
縄
を
訪
れ
る
観
光
客
数

は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。平
成
25
年
度
は

約
７
０
０
人
、平
成
26
年
度
は
５
月
に
ロ
シ
ア
か

ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
２
回
運
航
し
た
こ
と
も

あ
り
、７
月
時
点
で
既
に
約
６
０
０
人
が
沖
縄
を

訪
れ
る
な
ど
、前
年
度
を
上
回
る
勢
い
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

去
る
８
月
、Ｔ
ａ
ｓ
ａ
ｎ

－

Ｇ
Ｓ
Ｎ
社
の
担
当

職
員
ユ
ー
リ
ャ
・
ワ
シ
リ
コ
フ
ス
カ
ヤ
さ
ん
が
沖

縄
を
訪
れ
、沖
縄
の
観
光
・
文
化
・
歴
史
へ
の
理

解
を
深
め
、よ
り
効
果
的
な
誘
客
を
行
う
た
め
の 

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
た
ユ
ー
リ
ャ
さ
ん
は「
沖
縄
の
文

化
や
人
の
温
か
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。ロ
シ
ア
で

は
、タ
イ
や
グ
ア
ム
な
ど
の
暖
か
い
地
域
、ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
が
人
気
で
す
。よ
り
近
く
、治
安
の

良
い
沖
縄
を
積
極
的
に
紹
介
し
、広
め
て
い
き
た

い
で
す
」と
意
欲
的
に
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

今
後
は
、沖
縄
に
招
聘
し
た
旅
行
社
や
、極
東

ロ
シ
ア
で
の
沖
縄
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
旅
行

社
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
加
え
、旅

行
社
の
新
規
開
拓
を
行
い
、沖
縄
観
光
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
予
定
で
す
。

ロ
シ
ア
か
ら
沖
縄
へ
の
誘
客
体
制
を
整
え
る

と
同
時
に
、沖
縄
の
魅
力
を
ロ
シ
ア
の
旅
行
社

へ
、ま
た
ロ
シ
ア
の
人
々
へ
と
効
果
的
に
伝
え
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、ロ
シ
ア
に
お
け
る
沖
縄
観
光

市
場
の
さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
、ア
ジ
ア

各
国
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
な
国
際
異
業
種
交

流
会
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
し
た「
オ
キ
ナ
ワ
ベ

ン
チ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」が
、来
る
12
月
３
日

（
水
）に
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
パ
ー
ク
那
覇
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
第
４
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

バ
イ
オ
・
Ｉ
Ｔ
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
は
じ

め
と
す
る
技
術
開
発
型
企
業
や
沖
縄
の
特
徴
的
産

業
で
あ
る
食
品
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
企
業
に
加
え
、

台
湾
か
ら
も
25
社
の
企
業
が
参
加
し
、計
１
３
９

社
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
と
な
る
今
回
は
、さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
、沖
縄
県
内
、県
外
、海
外
か
ら
１
８
０
社
の

企
業
の
出
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
入
場
無
料
で
ど
な
た
で
も
ご
来
場 

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、有
意
義
な
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
・

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

多
く
の
企
業
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

新
た
な
沖
縄
観
光
市
場
を
開
拓

	

～
ロ
シ
ア
か
ら
沖
縄
へ
～

オ
キ
ナ
ワ
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

12
月
3
日（
水
）に
開
催
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 【イベント概要】
名　称 ：  第5回オキナワベンチャー 

マーケット万国津梁大異業種 
交流会

開催日 ：  平 成 26 年 12月3 日（ 水 ） 
10時～18時15分

場　所 ： 沖縄セルラーパーク那覇
入場料 ： 無料
内　容 ：  ビジネスプレゼンテーション 

展示商談会、交流会

 【問い合わせ】
オキナワベンチャーマーケット運営事務局 
☎ 098‐851‐4130　O ovm＠ojad．jp　担当 ： 前川、加藤
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名
護
市
の
小
さ
な
食
堂
を
舞
台
に
、男
女
４
人

の
複
雑
な
恋
模
様
を
描
い
た
映
画「
が
じ
ま
る
食

堂
の
恋
」
が
こ
の
秋
、全
国
公
開
さ
れ
た
。繊
細

な
人
物
描
写
に
定
評
の
あ
る
大
谷
健
太
郎
監
督

が
メ
ガ
ホ
ン
を
取
り
、会
話
劇
も
楽
し
め
る
良
質

な
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。先
代

の
お
ば
あ
の
レ
シ
ピ
を
受
け
継
ぎ
、ひ
と
り
で
食

堂
を
切
り
盛
り
す
る
主
人
公
・
み
ず
ほ
役
を
演
じ

た
の
が
、女
優
の
波
瑠
さ
ん
だ
。

「
今
回
撮
影
で
名
護
に
入
っ
た
時
に
、沖
縄
の

人
た
ち
の
生
活
に
流
れ
る〝
空
気
〞を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。沖
縄
で
の
暮
ら
し
に
は
、こ

ん
な
に
落
ち
着
い
た
、穏
や
か
な
空
気
が
流
れ
て

い
る
ん
だ
な
、と
。そ
れ
ま
で
は
観
光
地
と
し
て

の
沖
縄
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
沖
縄
の
一
面
を
見

た
思
い
で
し
た
」。主
人
公
の
み
ず
ほ
は
、３
人
の

登
場
人
物
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
自
分
の
想
い
を

見
つ
け
る
と
い
う
難
し
い
役
ど
こ
ろ
だ
が
、波
瑠

さ
ん
は
土
地
の
空
気
感
を
し
っ
か
り
と
つ
か
み
、

名
護
の
風
景
に
溶
け
込
ん
だ
透
明
感
の
あ
る
演

技
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。

映
画
に
は
街
の
ご
神
木
と
し
て
有
名
な「
ひ
ん

ぷ
ん
ガ
ジ
ュ
マ
ル
」、木
漏
れ
日
が
眩
し
い
フ
ク
ギ

並
木
、久
志
ビ
ー
チ
な
ど
、名
護
の
魅
力
的
な
場

所
が
数
多
く
登
場
。名
護
市
長
を
は
じ
め
多
く
の

市
民
が
協
力
し
、約
４
０
０
名
も
の
エ
キ
ス
ト
ラ

を
動
員
し
て
再
現
し
た「
名
護
さ
く
ら
祭
り
」の

場
面
も
、見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
だ
。

「
名
護
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
映
画
に
参
加
で

き
て
、と
て
も
光
栄
で
す
。
雨
の
日
に
晴
れ
の

シ
ー
ン
を
撮
っ
た
り
、晴
れ
の
日
に
雨
の
シ
ー
ン

を
撮
っ
た
り
、天
候
に
泣
か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、観
た
ら
誰
も
が
名
護
に
行
き
た
く
な

る
、そ
ん
な
映
画
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
作

品
へ
の
思
い
入
れ
を
語
っ
て
く
れ
た
波
瑠
さ
ん
。

最
後
に
、沖
縄
の
魅
力
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。

「
沖
縄
で
過
ご
す
と
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
、ま
る
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
な

気
分
に
な
り
ま
す
。そ
こ
に
い
る
だ
け
で
浄
化
と

充
電
が
で
き
て
し
ま
う
、素
敵
な
場
所
で
す
。毎

日
せ
わ
し
な
く
動
い
て
い
る
私
で
す
が
、一
生
懸

命
お
仕
事
を
頑
張
っ
た
ら
、ま
た
沖
縄
に
パ
ワ
ー

を
も
ら
い
に
行
き
た
い
で
す
」

H a r u
女優・モデル

波瑠さん

●プロフィール
1991年生まれ、東京都出身。 2006年に女優デビューを果たし、テレビ
ドラマ や 映 画 、C M などに 多 数 出 演 。 雑 誌「n o n - n o」の専 属モデル
としても活 躍 中。 主な出演作品は、映画「100回泣くこと」、「潔く柔く」、
フジテレビ「救命病棟24時」、TBS「A-Studio」、テレビ朝日「BORDER」、
NHK BSプレミアム「おそろし～三島屋変調百物語」など。

●作品情報
映画「がじまる食堂の恋」は、街づく
りと映画製作を一体化して地域活性
化と観光客誘致を図る、全国初のプ
ロジェクトとしても注目を集める作
品。名護市民や沖縄の地元企業で
組織された「名護まち活性計画有限
責 任 事 業 組 合 」が 企 画・制 作を行
い、権利も保有する。9月20日より桜
坂劇場、シネマート新宿ほか全国の
劇場で公開中。

は

　
る

©2014名護まち活性計画有限責任事業組合

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
浄
化
さ
れ
、

生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
れ
る

沖
縄
の
穏
や
か
な
空
気
を
映
画
か
ら

感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

映画
 「がじまる食堂の恋」
公式サイト

http://gajimaru-shokudo.com/

Interview
表紙のひと

AD
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天久龍男さん。自
らも「睡眠環境診
断士」の資格を有
し、商品企画や提
案 営 業 はもちろ
ん後進の指導に
も力を入れる

株式会社 First Line
那覇市おもろまち3-7-15
☎098-988-8231　
http://www.nemurinoeki.com

ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開

発
す
る
な
ど
、独
自
の
取
り
組
み

で
”オ
ン
リ
ー
ワ
ン
”   を
目
指
す
企

業
を
ご
紹
介
し
た
り
、沖
縄
県
産
業

振
興
公
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
企

業
の
新
商
品
情
報
や
、講
演
会
・
懇

親
会
の
企
画
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

る
の
は
大
人
の
責
任
。
沖
縄
の
夜
型
社
会
の
し
わ

寄
せ
が
子
ど
も
に
及
ば
な
い
よ
う
、
大
人
の
意
識

も
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　８
月
に
は
商
品
発
表
を
兼
ね
、
眠
り
の
駅
プ
ラ

ザ
ハ
ウ
ス
店
で
「
夏
休
み
親
子
教
室
『
香
り
ま
く

ら
作
り
』」
を
開
催
。
反
応
は
上
々
で
、
良
質
な

睡
眠
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
感
じ
た
と
い
う
。

　ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
進
化
さ
せ
、
寝
装
寝
具

や
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
レ
ス
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
「
そ
ー
じ
さ
ー
ズ
」
も
展
開
す
る

同
社
。「
快
適
な
睡
眠
環
境
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
す
る
の
が
私
た
ち
の
仕
事
。『
よ
く
眠
れ
た
よ
』

と
喜
ば
れ
る
こ
と
が
、
社
員
の
や
り
が
い
に
繋
が

り
ま
す
。
お
客
様
の
お
話
を
よ
く
聞
き
、
丁
寧
に

説
明
す
る
こ
と
で
信
頼
関
係
を
結
び
、
的
確
な
提

案
が
で
き
る
〝
眠
り
の
プ
ロ
〞
の
育
成
を
進
め
て

い
き
ま
す
」
と
天
久
さ
ん
。
最
近
は
医
療
や
介
護

の
分
野
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
と
い

う
。「
子
ど
も
、
高
齢
者
と
様
々
な
角
度
か
ら
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
な
が
ら
、
眠
り
に
対
す

る
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
け
た
ら
」
と
話
す
天
久

さ
ん
は
、
社
会
的
貢
献
度
も
将
来
性
も
高
い
自

社
の
事
業
の
さ
ら
な
る
展
開
に
意
欲
を
燃
や
し

て
い
る
。

　「ゆ
〜
で
ぃ
き
や
〜
（
沖
縄
方
言
で
「
賢
い
人
」

の
意
）
枕
」
は
、
高
さ
調
節
や
丸
洗
い
に
対
応
で

き
る
香
り
付
き
の
子
ど
も
専
用
枕
。
開
発
し
た
の

は
、〝
快
眠
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
寝
装
寝
具
品
や

ア
ロ
マ
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
な
ど
多
彩
な
ア
イ
テ
ム
を

揃
え
た
シ
ョ
ッ
プ
「
眠
り
の
駅
」
を
運
営
す
る
株

式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
イ
ン
だ
。

　同
社
の
統
括
本
部
次
長
、
天
久
龍
男
さ
ん
は

「『
子
ど
も
用
の
枕
が
欲
し
い
』
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
た
び
た
び
あ
り
、
既
存
品
は
種
類
が
非
常
に

少
な
か
っ
た
の
で
自
社
で
企
画
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
」
と
開
発
の
経
緯
を
語
る
。
寝
具
製
造
の
有

限
会
社
屋
富
祖
商
事
の
協
力
で
、
子
ど
も
の
体
型

や
成
長
に
合
わ
せ
て
高
さ
を
調
節
で
き
、
洗
濯
機

で
の
丸
洗
い
が
可
能
な
構
造
に
。
さ
ら
に
有
限
会

社
沖
縄
長
生
薬
草
本
社
と
も
連
携
し
、
香
り
に
よ

る
睡
眠
導
入
効
果
も
期
待
で
き
る
ド
ラ
イ
ハ
ー
ブ

の
専
用
サ
シ
ェ
も
付
け
た
。

　天
久
さ
ん
は
学
力
に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
い

わ
れ
る
睡
眠
習
慣
の
乱
れ
に
つ
い
て
も
言
及
。「
子

ど
も
が
自
分
専
用
の
枕
を
持
つ
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

に
眠
り
に
つ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
る
第
一
歩
に
な
り
、
日
中
の
集
中
力
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
成
長
に
必
要
な
睡
眠
環
境
を
作

株
式
会
社 

F
irs
t 

L
ine（
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
イ
ン
）

「
快
眠
」の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
が

子
ど
も
の
睡
眠
習
慣
を
考
え
た
専
用
枕
を
発
売

（公財）沖縄県産業振興公社では、さらなる企業支援の拡充・強化を目指し、ネットワーク会員を募集しています。会員特典として会員間の交流、有料セミナー･公社ホームペー
ジ･バナー広告･メールマガジンへの掲載料金の割引、ビジネス関連ビデオの貸し出しなど様々な特典メニューをご用意しています。
詳しくは  okinawa-ric.jp/useful/etc/4380.php まで。  担当：藤原

発売21年目のオキハム「タコライス」が
パッケージを明るくリニューアル！

沖縄ハム総合食品株式会社
☎ 098-958-4330（担当：大嶺）
http://www.okiham.co.jp

株式会社マレア・クリエイト
☎ 098-942-2200（担当：佐藤）
http://www.maririne.jp/（まりりんぎのわんホームページ）

有限会社カミヤマ美研販売
☎ 098-870-4522（担当：佐久本）
☎ 098-943-8480（素肌LABO直通）
http://suhadalabo.ti-da.net/ （素肌LABOブログ）

http://ovs.jp
沖縄ベンチャースタジオ 検 索

公社ネットワーク会員 PRESS RELEASE

　オキハムが家庭用として初めてレトルトパックにした「タコライ
ス」。タコスミートとホットソースのおいしさはそのままに、発売21年
目にして初めて大胆なパッケージリニューアルを行いました。沖縄
のアイドル「らぐぅんぶるぅ」を起用した楽しく元気なデザインで、タ

コライスを食べたこ
とのない方や若い
方にもインパクトを
与えるパッケージ
になりました。レト
ルトタイプ・冷蔵タ
イプともに、県内よ
り順次リニューア
ルしていく予定で
す。

県内初！沖縄在住の方専用の
ダイビングスクールが誕生
　マレア・クリエイトは、25m×15ｍの大型プールやシャワー、更衣
室などを備えた「まりりんぎのわん（宜野湾マリン支援センター）」
の指定管理を行っています。このたび、沖縄在住者専用のダイビ
ングスクールを開設しました。最短3日でライセンス取得可能な
コースが、オープン期間限定で通常の半額の3万4000円（申請
代6300円、器材レンタル代4000円は別途※いずれも税込）で
受講できます。まずはお電話の上、説明会にご参加ください。

「素肌LABO」おかげさまで2周年！
感謝を込めて誕生祭を開催
　「チュラサン」シリーズなどでおなじみのカミヤマ美研販売が運営
する、西原町翁長のセルフケアショップ「素肌LABO（すはだ・ラ
ボ）」が誕生2周年を迎えます。感謝の気持ちを込めて11/8（土）・
9（日）に開催する誕生祭では、スペシャルリンパマッサージ（予約
制）が特別価格になるほか、ご来店プレゼントなども多彩にご用意
しています。初めての方もぜひこの機会に、セルフケアの楽しさを
実感してください。

ネ
�
ト
ワ
�
ク

会
員
広
場

元気企業
紹介

Like!

「いい匂い！」リ
ラックス効果を
促 す ハ ーブ の
香りは子どもた
ちにも好評

中材はパイプ素材と寝具用
ポリエステル綿の2種から選
べる。ファスナー付きの2つの
袋に入った中材の量を調整
することで高さを調節できる

「ゆ～でぃきや～枕」
5,400円（税込）。
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